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Fig. 1. 周辺の地形 (1/25，000) ・印本遺跡
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1 .経 過

1 .調査に至る経過

昭和50'年暮、県道31号線(神埼一一JlI久保線)建設工事(昭和49年度工区)の工事中に護型土

器の破片が発見された。場所は神埼町管生の域原川と管生川の合流地点の酉寄りであり，これに

{半って県教育委員会・文化課が付近の分布調査を行った結果、一部破壊された嚢棺数基を発見し、

これにより聾棺墓群の存在を確認した。しかしながらその地区は、県道31号線の建設工事区(昭

和5凶手度工区)になっており，この為l乙遺跡が破壊される恐れがあるので緊急発堀調査の準備を

進めた。

発堀調査委員会は、発堀調査を昭和51年 2月10日よりの開始、調査区画を 11mX60mと設定し

た。なお発堀調査は、保存科学研究会と委託契約を結び、保存科学研究会が文化課の指導の下に

これを行った。また遺物整理等を含めた発堀調査報告書の作成についても、同様に委託契約を結

んだ。

2. 調査組織

調査委員会 佐賀県教育委員会

調査担当 保存科学研究会

調査総括

。
調査主任

調査員

イン

3.調査経過

(1) 
調査期間

高島忠平

宇野 栄

菊川和夫

河原忠司

木村芳朗

佐賀県教育委員会文化課文化財調査係長

保存科学研究会理事

保存科学研究会研究員

イシ

。

昭和51年 2月10日より周年 4月22日

(2) 調査区

道路建設予定地のうち、遺構の存在の可能性が高い区域を調査区と設定したが、管生川より

約 130mの距離までは、すでに破壊されており、またこの未破壊地点より西へ60mを過ぎると

道路は盛土されて建設される為に、遺構の直接的破壊は免がれるので、調査区は未破壊部 (昭和

50年度第 2工区東側) より西へ60m の長さとした。 幅は、道路幅(11m ) としたが、両側~L 1 

mの通路を残して実際の道路幅 (9m) を当面の発堀区域とした。
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Fig. 2 調査区略図

Fig.2のように 6mX 9mを l区画とし、必要に応じて 3mX 4.5mの小区画を用いるよう

l乙した。

(3) 調査経過

最初の予定では、すでに道路工事により破壊されている 10区側から調査を行うつもりであっ

たが、 2ton ブルドーザーによる表土層の排土後、 9-10区には墾棺墓が密集している事が判

明したので 1-7区より調査を開始した。調査は各地層位毎に行ったが、全般的に 1-7区に

ついてはほとんど遺構はなく、 8-10区に遺構が集中し、特に婆棺墓は、 9-10区に集中して

いた。遺構の集中度合は非常に高く 130m21乙75基が検出されたが、乙のために遺構は互いにそ

の基拡を切り合って埋葬の時期差を示していた。また出土した墾棺の形態は、特に文様と口縁

部において多種多様に渡り、基拡の切り合いとの関連上極て明確な形態の編年を組み立てる事

が可能となった。調査はこの編年に主点を置き、墓拡の切り合いには充分注意を払い、さらに

遺構の集中のために調査の進展度は遅く、また雨の為に調査期間の延長が望まれ、関係機関の

了承をうけた。調査区の拡張は、部分的に必要に応じて乙れを行い、買収地外については随時

地主の了解を得た。

遺構の測量は、調査区の両側と中央縦断部に遺り方を組み、これを基準(標高20.3m) とし

て随時行った。

遺物整理及ぴ報告書作成に当っては、調査現場での主点であった形態編年の解析に目標を置

き、また石棺 (No.59) の朱の分析 ・棺内土嬢分析・粘土分析を行って四本黒木遺跡の科学デー

タを得る事にした。実際の作業としては、遺物整理の他に図面整理を行い、遺構の各々につい

てカルテをつくり、それぞれの解析条件で再編成した。化学分析については蛍光X線分析と熱

分析を行ったが、データの解析条件が考古学上不明なために、遺構の基礎データを得るに止ま

った。
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ll. 地形と環境

遺跡所在地 : 佐賀県神埼郡神埼町大字域原四本黒木

佐賀県と福岡県の境となる背振山地の中心峰、背振山に源を発する域原川は、神埼町のほぼ中

央を縦断して南下するが、乙の城原川は神埼町の城原にて支流の管生J11と合流する。 ζ の合流地

点の西寄りが本遺跡の所在地である。本遺跡の西方には日の隈山 (標高 158.4m)、茶臼山(標

高 127.8m)があり 、乙の両山には昭和48年に行われた分布調査により、多数の古墳、石棺墓、

愛棺墓、等をはじめとして山城跡や遺物散布地の存在が確認されている。なお乙の両山とその週

辺の遺跡については、この分布調査に先立って数回の調査や確認がなされており、特に昭和45年

度には、茶臼山の東斜面 (標高30m-40m)の神埼農高みかん園造成工事に伴って発堀調査がな

され、多数の嚢棺墓と石棺・古墳が調査されている (二子遺跡)。 乙の二子遺跡と河J11の合流煮

を結ぶ線上の中聞が本遺跡の所在地となっているが正確にはやや合流地点寄 (東寄)である。

本遺跡の標高は約20mを計測するが、管生川との比高約 6mをもっ低台地上に本遺跡は存在し、

換言すればこの低台地の北側は管生川に依って、さらに東側は域原川に依って区画されている。

また乙の低台地と西方の茶臼山の聞には小河川が浅谷をつくって管生川に流れて西の区画をつく

っているが、一見乙の台地は茶臼山の山麓の延長の如く見え、本遺跡と二子遺跡は 500mと離れ

ていない。

本遺跡の所在するこの低台地は、昭和 6年に松林を開拓されて畑地となり現在に至っている。

台地の地層位は、ローム質の粘土層に始って、褐色砂質層、 黒色土層、表土層(耕作土層)と連

り、遺構は黒色土層以下に存在する。この黒色土層は付近の人々に火山灰土と呼ばれているが、

厚さ約30cmであり、全般的に存在するが本台地の西側には確認できない。
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ill. 調査内容と結果

1 .地層位

調査区の地層位は、東(10区)側と西(1区)側とで若干相異が見られるが、ほとんど同じよ

うな傾向を示している。最上層は表土層(耕作土層)であり厚さ約30-40cm、次層は黒色土層(

厚さ約30-Ocm) であり 4区まで続くが、 5区の中央よりしだいに薄層となり 3区より西には見

うけられない。表土層中には遺物が散在するが、 7区を境に西側では遺物が激減し、さらに黒色

土層と面する下部層位に遺物が集中している。表土層と伴に黒色土層の上面、即ち表土層との境

界面には多数の土器片を 8-10区に検出し、土器片としては種類・数量ともに弥生式土器片が圧

倒的であるが、土師器、須恵器の破片とともにサヌカイトや黒煙石の破片も小量検出された。し

かしながら、黒色土層の中位から下位に於いては、ほとんど遺物は検出されず、表土層よりの撹

乱と思われる部分に多少検出されるに過ぎなかった。以上により、黒色土層の上面までが撹乱層

と認められ、換言すれば表土層のみが撹乱層と認められた。この結果に従って、黒色土層の上面

にて遺構の検出を行った。

黒色土層の上面には破壊された楚棺とともに、議棺墓拡と考えられる楕円形あるいは方形の落

ち込みが 9-10区に36ヶ所及びその他に数ヶ所検出された。この落ち込みを排土して調査を行っ

た結果、遺構はこの黒色土層をベースとして埋葬されていた。

黒色土層の下には褐色砂質土層が存在し厚さ約20-30cmであり遺物は全く包含しなL、。また西

寄りになる程層位の厚みを増してゆき、黒色土層の存在しない 3-1区に於いては、乙の褐色砂

質土層が、表土層の下層となっている。砂質土層の下層は、黄色粘土質土層であり無論遺物は包

含しないが、遺構は乙の層位にまで達している 。

rつ9-10区の中央部に於ける層位はFig.3に示

す。記号は層位番号とマンセル色値である。
耕作土層

地層No.B-3 (黒色土層)は地形の項で記述

したように「火山灰土」と呼ばれているが、黒 黒色土層

色土の状況が有機物を含有しているのではない 黒

かという疑問を生じた。通常火山灰土であれば、

玄武岩の粉末による黒色を呈 しでも有機物を含 褐色砂質土層

有することはない。乙の為に全地層の熱分析に 5 Y R2/2 

よる有機物含有率を分析した。また全地層の蛍

光X線分析及び示差熱分析・熱重量分析を行っ 黄色粘土質土層
8-1 

2.5Y3/2 て、各遺構の土壊との比較検討のデータとした。

(科学分析の項参照)

Fig. 3 地 層 位 図
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2. 遺構の種類と分類

発掘面積

全遺構数

喜怒棺墓

土拡墓

石棺墓

出土遺物

約 650m2 

74基

55基(大型41、小型13、石蓋1)

15基(無蓋 9、石叢 2、不明 4)

4基

弥生式土器:護 ・壷等

土師器:壷 ・土不 ・碗等

須恵 器: 婆 ・坪等

その他:サヌカイト・黒煙石

但し、石棺及び護棺等の棺内遺物は検出されなかった。

(1) 蜜棺墓の方位と埋葬位

護棺墓の主軸線は両カメの底部の中心点を結」に線とし、方位は護棺墓拡の横穴方向あるいは

墓拡壁に近接する方向とした。これにより各議棺の方位記号 (z.Q:N -32・W)の最初の記号(

N)が横穴方向であることを示し、この記号のカメ(Nカメ)が最初に挿入された事を示している。

北

西 東

南

Fig. 4 聾棺墓主軸方位図
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また埋葬位は両カメの底部の中心点を結ぶ線と水平線のつくる角度とした。なお斜位の童話棺墓

の場合、主軸万位 (横穴方向) と埋葬位の方向は一致する が、 水 平位の一部には方向が逆転す

る整棺 (zQ: No.ll、22etc)があり 角度にマイナス (-) を付けて示した。

。。 o' 
一一ー::z.=~~哩己主主雪吾妻著書F宮 コ=..，-τ1竺ーご二三 二一 一 一

一 一三一一一二三ニー

90。

Fig. 5 聾棺墓埋葬位図
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{固

数 西 北 東 南

10 

8 

6 

4 

2 

。
70 50 30 10 0 70 50 30 10 0 70 50 30 10 0 

角度。

Fig. 6 聾棺方位分布グラフ

個
数 14

12 

10 

8 

6 

4 

2 

。 5 10 15 20 25 30 35 40 
角度。

水平位 -斜位

Fig. 7 聾棺埋葬位分布グラフ

-8ー



Fig.4については、主筆棺墓の主軸方位線を遺跡の仮想中心点より平面的に図示したものであ

るが、注意すべき事は真南より真西の区画に主軸方位をもっ蜜棺墓が一基もないことである。

乙の区間の反対方位である北~東区聞にも他と比較して非常に少ないし、点線で示したものは

破壊をうけて明確な方位とは言 えないものである。全体的には、南~東区間:35基 (63.6%)、

東~北区間 8基(14.5%) 、北~西区間12基 (21.8%) と、南~東区聞が圧倒的である。斜位

の護棺墓を例にとれば、被埋葬人体の足の向く方向(顔の向く方向)と乙の主軸方位は一致す

るが、近隣の地形と組み合わせると興味深い結果が得られる。即ち主軸方位の全くない西~南

区間の方向には、日の隈山、茶臼山、二子山と連る山々があり、西~北区聞には日の隈山と城

山がつくる谷あいの小平地ぞ管生川がながれ、北~東区間では管生JlIと城原川が合流し、東~

南区聞には視界をさえぎる山々はなく城原川の潤わす平野が続いている。換言すれば、当時の

水稲可能地の方向に向けて議棺が埋葬され、非耕作地の方向を向くようには聾棺は埋葬されて

いない。しかしながら、このデータは発掘調査区域のみであって、四本黒木遺跡の一部分につ

いてのデータである。

Fig.5については護棺の埋葬位を示し、図左側は逆転斜位を示すものである。

Fig.6はFig.4のデータを各階級 (10ウ毎に度数分布を示したグラフである。西~北区間で

は 20~70・の範囲に集中しでほぼ北西の方角に婆棺が埋葬されたと考えられる。北~東区間では

全体的にばらついて関連性はつかめない。東~南区間では40~50・Kモード(最頻度)がある。

Fig.7はFig.5の階級 (50)度数分布グラフであり、 0・-5・及び25・-30・に 2つのピークを

示し、それぞれ水平位と斜位のピークである。乙のグラフによれば、調査区の護棺は O・-40・

の角度をもって埋葬されていることがわかり、また 10・を境にして水平位のグループと斜位のグ

ループに分けられることを示している。

なお前述したように乙れらのデータは、四本黒木遺跡の一部のデータである事を注意して頂

きたい。

(2) カメの口径と器高

本遺跡l乙て婆棺として用いられている土器としては、大型薬、小型費、壷、鉢の 4種類が上

げられるが、 Fig.8ではそれぞれのカメについて外口径と器高を表したものである。乙のグラ

フは、それぞれの階級(5 cm)毎の度数分布を表している。口径についていえば、本遺跡のカ

メは30-90cmの聞にあって30-50cmと50-90cmの 2グループに分類できる。 30-50cmについて

は35-40cmにピークをもち、 50-90cmについては75-80cmにピークをもつが、それぞれ小型、

大型の楚棺を示すものと考えられる。なおグラフによれば45-50cmlL微少なピークが認められ

るが、これについては器高とー諸に説明したい。

なお、本文章中にカメと記したものは、いわゆる整形土器と区別するためであり、カメの場

合には童話型土器、壷形土器、鉢形土器を含trものと了承されたい。
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Fig. 8 カメの口径と器高

器高については、 30-120cmの聞に全カメがあり 30-50cm、50-60cm、60-105cmの 3グル

ープに分類され115-120に 1基の脱ク・ループのカメがある。 3つのグループはそれぞれ小型、

中型、大型の聾棺を示すものと考えられ、各々のピークは35-40cm、50-55cm、85-90cmにあ

る。口径と器高のグループとピークはグラフでわかるように左右にずれをおとしており、口径

の方が器高より短い乙とを示している。口径の45-50cmの微少ピークは、器高の50-55cmのピ

ークに対応するものと考えられ、中型童話棺のグループを示すものと考えられる。

乙のグラフによる聾棺の分類をすれば、小型主義棺:外口径30-45cm器高30-50cm、中型主題棺

:外口径40-55cm器高45-60cm、大型聾棺:外口径50-90cm器高60-120cmとなる。しかし、

今回の饗棺墓を上記の条件で分類するには数量的に少ない為に、参考数値として止め、中型の

分類項目は置かなかった。

(3) 土拡纂の分類

土拡墓の場合不明土拡は別として、遺体埋葬部(内測)の長さによって 2グループに別れる。

小型グループは50-90cm、大型ク'ループは100-220cmと差異が明瞭である。不明土拡とは、人

A
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工的に掘られた形跡が認められるも形状等により人体が埋葬されたか否か不明のものを称した。

なおき箆棺墓以外の遺構の主軸方位は被葬者の頭部方向を用いた。

遺構内に土師器及び須恵器を包含するものは不明土拡No.39の l基のみである。

本遺跡のほとんどの遺構は基盤地層 B-3 (黒色土層)上層位以下に存在するが、土拡墓の

グループの幾っかは、黒色土層の下層位以下を基盤層としている。これは表土層 を剥L、だ面 (

黒色土上位)では検出されず、黒色土を剥L、だ時に検出されたもので、 B-2を基盤としてい

るようにみえるが、遺構内には黒色土が入っており、黒色土層が形成される途中(黒色土下層

位)で、形成されたものと考えられる。 換言すれば下層位基盤の遺構は、 B-3によって埋

没したのである。下層位基盤の遺構は、 No.38、41、43、47、52である。なおNo.52の遺構内には

弥生式土器と思われる小片が 1個検出された。

3. 遺構のデータ

遺構は前述の如く、 B-3を基盤とするものと、 B-2を基盤とするものに分類されまた 9-

10区に聾棺墓は集中し、 B-2を基盤とする土拡墓群が 8区にあり地層位は 6区を境として全体

的に西側へ傾斜する。即ち本調査区は、四本黒木遺跡の北西端を示すものである。遺構の多くは

その内部や週辺に花商岩、緑泥片岩、安山岩の塊石を有し、特異な童話棺墓群を形成している。ま

た全体的に言えることは、まず B-2 (褐色砂質土層)を基盤とする土拡墓群が形成された後に、

B-3 (黒色土層)を基盤とする童話棺墓群の形成がなされたということである。次に各遺構別に

説明する。記号その他は次の通りである。婆棺の口縁接続法については合せ口 (両カメの口縁ど

うしが接着している )、覆い口 (上カメの中に下カメの口縁部が挿入されている)、挿入(下カ

メの中に上カメの口縁部が挿入されている)の三種に分類しかっ、 N=S (合せ口)、 N>S ( 

北方のカメを南方のカメに挿入)、 N <S (N)Sの反対)の記号を付記した。 N (北)カメ、

S (南)カメ、 E (東)カメ、 W (西) カメと記したのは、水平位の如く上カメ・下カメの表現

が不可能なものがあるためである。また文中lu1<抜孔と記したものは、薙棺の下側に穿たれた小

孔を意味する。

No. I 大型書棺墓

遺構No.1は、上部及び東側を開拓と道路工事により破壊されているが、 B-3以下の地層に不

明形 (方形と考えられる)の墓拡を掘り、北側の壁に横穴を穿って大型の饗棺を埋葬している。

墓拡の最下レベルは19.3mであり B-2上面より深さ約40cmで、ある。聾棺は主軸方位N-35・Wで、

水平位 (角度不明)をなし、口縁の接続は覆い口 (N> S) である。口接部その他に粘土は見う

けられない。遺構壁の一部には花両岩の小塊石が存在するが、性格は不明であゐ。

両カメとも大型裂であり、文様及び凸帯はなく、水抜孔もない。焼成は不良で、黄褐色を呈す。

遺構は南東壁にてNo.86の石棺を破壊しているが、 No.86については道路工事中に東半分を破媛さ
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れており、実測は一部に終った。

No.2.小型蓮棺墓

護棺と墓拡は道路工事により東側の一部を損失しているが、 B-3をペースとして楕円形の

墓拡を掘り、 さらに墓拡の長軸に沿って墓拡の南壁に横穴を設けて小児用婆棺を埋葬している。

婆棺は S-55.7・Eを主軸方位として、斜位 (11.6・)埋葬され、小型難 (Nカメ )と口縁部を打ち

欠いだ壷 (Sカメ )の組み合せである。口接法は覆い口 (N< S)であり粘土はなく、斜位埋

葬でありながら両カメともに水抜孔を有する。 Nカメの底部は花筒岩小塊石の上に乗り、 石棺

等に見られる石枕様である。 Nカメ(上カメ)は口縁部に刻み目を持ち、その直下に一条の浅

い沈線を巡らしやや離れた頚(肩)部に一条の三角凸稽を有し、全面的に明瞭なはけ調整の痕

が認められる。 Sカメ(下カメ)は口縁部と頚部を打ち欠いで北カメ l乙挿入される壷形土器で

あり、頚部と肩部の境に一条の三角凸帯を有している。両カメとも焼成は良好で赤褐色を呈す

る。

遺構は北側でNo.lOを、西側で、No.9の墓拡を破媛している。遺構内からは聾の破片が数点検出

された。

No.3.大型聾棺墓

東側の大半を損失しているが、 B-3をペースとして方形の墓拡、墓拡長軸に沿って墓拡の

南壁に横穴を設けて、聾棺を埋葬している。横穴の長さは長く Sカメのほとんどを挿入する程

度である。聾棺は大型楚どうしの挿入 (N> S)であり、挿入部分の間隙には粘土が充填され、

主軸方位 S-39・E、水平位の埋葬であり、水抜穴はない。 Nカメ (内カメ)は、口縁部の外側

の二稜及び内側の稜に刻み目を施し、 Sカメ (外カメ )は口縁部の外側の三稜に刻み目を施し

ているが、両カメとも焼成は良好で赤褐色を呈し、沈線等は有さない。

遺構は北側に於いてNo.55により破壊されている。遺構内の遺物はない。

No.4. 遺構に非ず。

No.5.大型聾棺墓

上部を開拓により損失して墓拡の形状は不明であるが、 B-3をペースとし、 墓拡南壁に横

穴を設けて護棺を埋葬している。聾棺はむしろ中型の護どうしの覆い口 (N ぐS)で、主軸方

位S-36.2・ E、斜位埋葬30~ 粘土は存在しない。 Nカメの胴部は花嗣岩の塊石にのり、 No.2 と

同様に石枕様である。 Nカメ(上カメ)は口縁部に刻み目を施し、口縁直下に三条の沈線を有

する。 Sカメ(下カメ)は、埋葬時の最下レベルに水抜孔を有し口縁部l乙刻み目、口縁直下及

び胴部に三条の沈線を有する。 Sカメと同様に Nカメ も胴部に沈線を有すると考えられるが、
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損失されて不明である。両カメとも'焼成はあまりよくなく黄褐色を呈す。

遺構は北側で'No.68を破壊し、西側でNo.6により破壊されている。遺構内の遺物としては壷破

片が検出された。

No.6. 大型要棺墓

上部を損失するが、 8-3をベースとしてほぼ方形の墓拡と、乙の長軸に沿って南壁に横穴

を設けて饗棺を埋葬している。護棺は大型護どうしの挿入 (N> S) であるが、挿入部は短く

合せロに近L、。また粘土はなく、主軸方位 S-55.40E、斜位18.2。であり、水抜孔はない。 Nカ

メ(上カメ)の北側には花嗣岩の小塊石があるが、 No.2と同様な石枕様と考えられる。両カメ

ともに文様その他はなく、焼成は不良で黄褐色を呈す。遺構は北側て"No.66、No.5を破壊し、南

側て対0.9を破壊する。遺構内の遺物としては、黒色磨研の土器の他、壷口縁、及び多数の聾破

片が検出された。

No.7. 大型寮棺墓

上部の大半を損失して墓拡の形状は不明であるが、乙の墓拡の長軸に沿って北壁l乙横穴を設

けている。婆棺は大型護どうしの合せ口であり、主軸方位N-480W、水平位1.6¥Nカメには

水抜孔を有する。粘土については裂の下側しか存在しない為に不明であるが、口接部に粘土帯

を有する可能性が高L、。 Nカメは焼成良好で赤褐色を呈し全面にへラ調整がみられ、 Sカメは

焼成不良で黄褐色を呈し、口縁部の二稜l乙刻み目を有し、口縁直下l乙カキ目を有する。

遺構の西側では花闘岩の塊石があるが、これはNo.8に属するものであり、本遺構はNo.8を破

壊しているがこれについてはNo.8の項を参照されたL、。なお、遺物はなかった。

No.8. 大型石囲蜜棺墓

8-3をベースとして掘られた方型の墓拡と深い横穴を有する本遺構の内部には、主筆棺を取

りまくように緑泥片岩・花向岩・安山岩の多数の塊石が存在する。これらの塊石としては緑泥

片岩が多数を占めるが、東側及び西側は板石を沿直に積み上げて墓拡壁の如く作られている。

特に西側では、完全に本遺構の墓拡墜と認められる西角の線に沿って数段積みあげ、内側の面

を合せている。各々の塊石の最下レベルは水平に並び、断面図中護棺の上側の口縁接続部のレ

ベルと一致している。西側の石囲部の下にはNo.13の小型護棺墓が存在するが、発掘時の地層の

検討により石囲部はNo.81乙属すると判明している。また東側の石固については、墓拡の下部線

内(底部)にあるものはNo.81C.属すると判明したが、墓拡上部線内(上部)にある塊石は垂直

に立っており、また発掘時の地層位の検討でも判定できなかった。北側についても東側と同様な

事が言えるが、乙れらの塊石群はNo.llの塊石群と連続し、中間付近の塊石はどちらに属するか

判定しえなかった。
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No.llとの総合的な判断であるが、これらの塊石群は石棺 (No.9J)等を破壊してその石材を用

いたものと考えられ、残存する立ち石は石棺壁の一部と考えられる。この故にNo.8及ぴ付近の

墓拡線は幸運棺独自に属するものか否か判定できなかった。この問題は童話棺墓群のベースである

B-2の黒色に依って引き起こされており、全遺構について、発掘完了後に初めて正確な墓拡

上部線が得られるという、地層的に不利な調査条件の故である。

議棺は上述の如き塊石群l乙固まれて、主軸方位S-45.80E、斜位26・1乙埋葬され大型墾どうし

のほぼ合せ口と言える覆い口 (N< S)であり、口接部には狭幅の粘土帯を上側にのみはりつ

けてあった。 Nカメ(上カメ)は口縁直下に三条沈線及ぴ胴部に二条沈線を巡らし、 Sカメ(

下カメ)には沈線はなく、最下レベルに水抜孔を有する。両カメともに焼成は良好で赤褐色を

呈している。

遺構内遺物としては、鉢もしくは査の底部片が検出された。また本遺構は北側で'No.llを、西

側で'No.13、No.64を破壊し東側で'No.7より破壊されている。 No.7との関連では中聞にNo.91の石棺

らしきものを有するが、 No.8はNo.91を破壊しかっNo.7より破壊をうけていると認められる。

No.9.大型妻棺墓

B-3をベースとした楕円形の墓拡の南壁に横穴を設けている。婆棺は大型婆どうしの合せ

口であり、口接部には粘土を一周させており、主軸方位 S-43.1・E、逆転水平位-5.5・l乙埋葬

されている。 N (下)カメの最下レベルには水抜孔があり、口縁直下にはカキ目が浅く残され

ているが洗線及び凸帯は有さない。 S (上)カメは口縁外側の二稜に刻み目を巡らしているが、

他に文様等はない。両カメとも焼成はあまりよくなく黄褐色を呈する。

遺構は北側で'No.61乙、東側で、No.2により破壊され、西側で'No.llを破壊している。 No.llとの関

連はNo.llの項を参照されたいが、 No.llの墓拡内にあると考えられる花尚岩の塊石の一部が、本

基拡内に突出している。

No.l O.大型(?)蜜棺墓

B-3をベースとして墓拡を掘り南壁に横穴を設けてむしろ中型の護棺を埋葬されている。

遺構がNo.59及びNo.2によって破壊されており、墓拡の形状は不明であり横穴部が認められる程

度である。童話棺は Nカメの一部のみ残存するが、合せ口、水平位の埋葬と推定され主軸方位は

S-350E付近と考えられる。なお Sカメの破片と思われる婆片が多数検出されたが、遺構の状

況から考えて、 No.59及ひ(No.2以外の人為的作用によりさらに破壊をうけていると考えられる。

墾は焼成はあまりよくなく、黄褐色を呈する。

No.11.大型石囲菱棺墓

B-3とベースとして方形状の墓拡を掘り、北西に横穴を設けている。しかしながら護棺は

-14-



横穴部に挿入せずむしろ反対方位の南東に寄せているが、このため護棺の主軸方位は横穴方位

と逆l乙南方を示している。本遺構は護棺の周囲に緑泥片岩及び花商岩の塊石を北側、東側、南

側の三方に巡らしている。これらの塊石群は、墓拡の下部線に沿って存在するが、各々レベル

は異いながらも護棺の立面位置に対応している。平面図及び断面図より本遺構はNo.8と同様に、

石蓋土拡墓もしくは石棺 (No.76) の石材を抜き取って石囲をなしたと考えられる。

護棺は大型聾どうしの挿入 (N> S) であるが、立面図的にみると覆い口となる。乙の判断

は護棺の埋葬法と関連して、まず Sカメを固定した後KNカメを挿入したと考えられる。また

挿入部分の間隙には粘土を詰めている。主軸方位S-49・E、逆転水平位一7.7・に埋葬され、 N

カメの胴部には水抜孔があるがま筆棺の最下レベルで、はなし、。両カメともに沈線、凸帯を有せず、

燐成は良好で赤褐色を呈する。なお、水抜孔は埋葬前にあけられていた。

遺構の遺物としては、整片、高杯片がある。遺構は西側でNo.76・No.77を破壊し、東側で'No.6

・No.9により及び南側で、No.8により破壊されている。本遺構とNo.6、No.9、No.8の関連は、 No・

8とNo.7の関連と同じ様相を呈している。

No.12.小型蕩棺墓

B-3をベースとして円形墓拡を掘り、さらに底部の南側を深く掘って童話棺の固定をなして

いる。護棺は鉢 (Nカメ)と小児護 (Sカメ)の組み合せで、覆い口の口接法をとり (N< S) 

主軸方位S-70
0 E、斜位22.1・を測る。 N (上)カメは焼成良好で黒褐色を呈し口縁直下に一条

の三角凸待を巡らしており、 S (下)カメは焼成良好で赤褐色を呈してハケ目を有し最下レベ

ルに水抜孔を穿ち、口縁直下に三角凸帯を巡す。また口縁部の外へ張り出す部分は挿入のため

に下側で打ち欠いである。

遺構は北側で、No.561乙より破壊され、東側で'No.57を破壊している。なお遺物としては壷片、高

杯片が検出された。

No.13.小型蜜棺墓

B-3ベースの楕円形墓拡の東側をえぐり、さらに北壁に浅い横穴を掘って護棺を挿入して

いる。聾棺は小児饗どうしの合せ口であり、口接部には粘土帯を周囲に巡らしており、さらに

Nカメの底部及び墾棺の半分以下は粘土で固定されている。主軸方位N-36.3
0W、逆転水平位

-4.8・であり、水抜孔は有さない。両カメともに口縁直下に一条の三角凸帯を巡らしているほ

か、全面に明瞭なはけ調整の痕跡を示し、焼成良好で赤褐色を呈する。

遺構は、南側で'No.14を破壊し、東側で、No.8及ひ(No.64により破壊されている。遺構の上部には

多数の塊石が存在するが、これはNo.8の墓壁を構成するものである。遺物はなかっな。
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No.14.小型事棺墓

8-3ベースの楕円形墓拡に南東方向の横穴を設けている。横穴に挿入された蜜棺は、覆い

口 (N< S) 、主軸方位S-62.2・ E、斜位36.3~であって粘土はなかった。 N (上)カメは、査

の頚部を打ち欠いだものが使用されており凸帯等はなかった。 S (下)カメは、小児聾の口縁

部を打ち欠いだものが使用され、口縁直下に二条の三角凸宇野を巡らしているが、打ち欠ぎは上

部の三角凸帯の上から口縁部にかけてなされている。また Sカメの最下レベルには水抜孔があ

る。両カメとも焼成は不良で暗褐色を呈する。

遺構は北側でNo.13.及ひ'東側でNo.64より破壊され、東側で'No.15を破壊している。遺物としては

婆片があった。

No.15.小型配石奮棺墓

8-3をベースとした楕円型墓拡の南壁に浅い横穴を設け、墓拡の西壁には縁泥片岩が立っ

ている。聾棺はむしろ中型に分類されるが、両カメともに頚部を打ち欠いだ査が使用されてお

り、 Nカメはむしろ肩部以上を打ち欠いだものである。口接法は覆い口 (N< S)であり粘土

はなく、主軸方位Sー 70.5・E、斜位31・を測り、 Sカメの最下レベルには水抜孔が穿つである。

両カメともに焼成はあまりよくなく黒褐色を呈する。

遺構は上部を破壊されているが、西側で'No.14及ひ(No.64により破壊され、東側でNo.16を破壊し

ている。遺構内遺物としては、検出されなかった。

No.16.大型配石寮棺墓

8-13ベースの楕円形墓拡の南壁に横穴を設け、南側を除いた三方に花商岩と緑泥片岩の塊

石を配置している。塊石群の最下レベルは直緯上にあって童話棺の口接部に一致している。童話棺は

主軸方位S-67・ E、斜位30・~測り、大型護同志の覆い口 ( N < S)法による口縁の接続をなす

が粘土はなかった。また水抜孔はなかった。両カメともに、口縁部の二稜に刻み目をもち、口

縁直下及び胴部に三条の沈線を巡らしている。焼成は不良で黄褐色を呈する。

遺構は西側で'No.15により、また東側で、No.65f乙より破壊されている。 No.8とは平面で重り合う

が直接的な関連はない。

No.l7.大型石田聾棺墓

8-3をベースとして明瞭な方形墓拡と、南壁に深い横穴を設け、明瞭な石囲で薙棺を埋葬

している。石囲はNo.8及ひ・No.llと同じく緑泥片岩と花闘岩の塊石(板石)を用いて立石となし、

整棺を「コ」の字型に囲っている。西壁には三個の板石を並べ、東壁には垂直三段に塊石を積

み墓拡の両壁に着けており、北側においては墓拡壁よりやや内側に入って一個の板石で囲って

いる。乙れらの壁石は下部を粘土の中に固定しているが、この粘土は墓拡の底部の全面に渡っ
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ており護棺と壁石の固定に当っている。東壁の上には板石を水平にして作られ、主筆棺を覆うよ

うな花嗣岩の塊石を見るが、図面の如く石囲というよりむしろ石構に近い形態を示している。

墓拡の南端、横穴の始る位置には緑泥片岩の小塊石が立っており明確な区域化を示していると

認められるが、乙の小塊石の下約20cm'乙は整棺の口縁接続部が存在する。また Nカメの胴部か

ら底部にかけての位置には、聾を囲うように 3個の板石が並んでいる。

聾棺は大型護どうしの覆い口 (N< S) であり、主軸方位S-35・E、斜位30・l乙埋葬され、口

接部には粘土は認められない。 N(上)カメは口縁直下及び胴部に三条の沈線を巡らす。 S ( 

下)カメは沈線等は見られないが、最下レベ、ルに水抜孔を有している。両カメともに焼成は不

良で灰褐色を呈する。

遺構は他の遺構と切り合い関係をもたない。出土遺物としては整片等がある。

No.18.大型聾棺墓

B-3をベースとした、楕円形墓拡の南東方位に浅い横穴を設けて童話棺を埋葬しているが、

Sカメの胴部以下は粘土に覆われて固定され、両カメの半分以下は同様に粘土により固定され

ている。また Nカメの上には緑泥片岩の小塊石が存在したが、直接な関連は認められない。聾

棺は大型聾どうしの挿入 (N> S) 、主軸方位S-48・E、逆転水平位-4.5・であり口接部の N

カメ側には粘土帯が巡らされている。口接法の分類はNo.llに準じたが、挿入は上側のみであっ

て下側は離れており、また Nカメの水抜孔は最下レベルからずれている所から、警棺が埋葬後

にずれたことと、口接法はむしろ合せ口に近かったものと考えられる。 Sカメは口縁の二稜に

刻み目を巡らすが、沈線等はなく、 Nカメは刻み目及び沈線等は認められない。両カメとも焼

成不良で黄褐色を皇する。

遺構は北側でNo.65を破壊し、西側で'No.19により破壊されている。出土遺物としては多数の楚

片が出土した。これは別の聾棺を破壊した結果と考えられる。

No.19.小型聾棺墓

B-3をベースとした方形墓拡の南角に小型饗棺を埋葬しているが、乙の聾棺は墓拡の底部

全面l乙敷かれた粘土によって固定されている。護棺は同形式の小児護どうしの合せ口であり、

主軸方位S-30・E、水平位 o.，C埋葬され口接部には粘土稽が巡らせである。下側の粘土帯は固

定粘土があるせいか非常に狭い範囲であって口縁部全てを覆うことができない状態である。

Nカメ、 Sカメともに口縁直下に三角凸宇野を巡し、ハケ目の明瞭な小児童葛である。両カメと

もに水抜孔を有せず、焼成は良好で赤褐色を呈する。

遺構は西側で'No20を、また東側でNo.18を破壊するが、 No.18とともに南側で別の遺構を破壊し

ている。この遺構の婆棺と考えられる議片がNo.18とともに多量に検出されている。
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No.20.小型聾棺墓

B-3:aベースとした情円形墓拡の北壁に Nカメの底部をつけて童話棺を埋葬している。喜善棺

は小児童謡どうしの合せ口であり粘土帯を上側のみ巡らして、主軸方位 N-49.3・W、水平位3.5・

1乙埋葬されている。 N (下)カメは Sカメと同様に口縁直下に一条の三角凸帯を巡らしている。

s (上)カメは口縁の外湾部がやや上方に向いており、上側ではこの外湾部を打ち欠いでいる

し、 Nカメよりやや小型である。両カメともに明瞭なハケ目を有しており、焼成は良好で赤褐

色を呈する。

遺構は、西側でNo21を破壊し、東側でNo.19により破壊されている。また遺物は検出されなか

った。

No.21.大型蜜棺墓

B-13をベースとした楕円形の墓拡と、 Nカメを挿入している浅い横穴様の方型墓拡が組み

合わされて本遺構の墓拡を形成している。楕円形慕拡の北西方位に取り付くこの方形墓拡は、

調査時の検討からすれば別の遺構と考えられ、本遺構の横穴と同平面位置に存在したものと考

えられる。墓拡の南側は別の遺構に破壊されているらしく不明確である。また Nカメの胴部は

粘土によって覆われ固定されており、 Sカメの上方には緑泥片岩の塊石が存在する。この塊石

はNo.30、No27及ひtNo.17等の塊石と同様な状況にあると考えられ、何んらかの意味を持っとすれ

ば墓標石に比定されるかも知れない。

主題棺は大型聾どうしの合せ口であり、口接部の周囲には粘土帯が巡らされている。主軸方位

N-52.6・w、逆転水平位一1.4・を測る。 Nカメは胴部に一条の複合三角凸帯をもち、 Sカメは

胴部に一条の三角凸帯をもっている。両カメともに T字形の口縁を有し、焼成は良好で赤褐色

をE乏している。

遺構は東側でNo201乙破壊されている。遺物はなかった。

No.22.大型要棺墓

B-3をベースとした方形墓拡の西角に浅い横穴を設けている。墓拡の上面には多数の塊石

(緑泥片岩、花嗣岩)が存在したが、調査時の検討により B-4 (表土層)から撹乱をうけて

いる事が認められたので本報告書には注意点として記述する。饗棺は墓拡の西壁に沿って埋葬

されているが、大型整どうしの合せ口で上側に粘土帯を巡らしている。 Nカメは、胴部から底

部にかけて粘土に覆われて固定され、主軸方位N-47.8・W、逆転水平位一7.6・e測る。両カメ

ともに凸帯等を有せず、 T字形の口縁をもって、焼成は良好であり赤褐色を呈している。

遺構は北側でNo23I乙より破壊されているが、全面l乙渡ってNo.84を破壊している。遺構内には

No.84の聾片が多数検出された。
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No.23.大型配石聾棺墓

B-3をベースとした方形墓拡の西東方位に浅い横穴を有し、全体として西壁に寄って議棺

を埋葬している。婆棺の周囲には数個の塊石(花嗣岩、緑泥片岩、安山岩)が散在し、乙れらの

レベルは整棺断面の上部線に対応して傾斜している。また N (下)カメの底部には、墾棺を押

さえる目的と考えられる安山岩の板石が存在し、 Nカメの上方にはNo20の塊石と同様な意味を

もっと考えられる小塊石 (緑泥片岩)が存在した。 S (上)カメの底部は粘土に覆われ、両カ

メともに半分より下を粘土によって固定されている。

主題棺は大型婆どうしの合せ口であり、上側に粘土帯を巡らし、主軸方位 S-37.1・E、逆転斜

位-9.8・を測り、水抜孔はない。 Sカメの口縁部及び Nカメの口縁内側は、下側にて打ち欠い

である。両カメともに凸帯等は有さず、 T字形の口緩で、焼成良好な赤褐色を呈する。

遺構は西側でNo24を、南側でNo.22を破壊し、北側でNo25I乙より破壊されている。遺物として

は、 No24の破片が多数検出され、また壷片も検出された。

No.24.大型聾棺墓

B-3ベースの方形墓拡の南壁に浅い横穴を設けて童館棺を挿入している。幸運棺口接部の上方

には緑泥片岩の小塊石がある。墾棺は大型建どうしの覆い口 (NくS) であって、主軸方位S

-38.2・E、斜位13.8・を測り、 S (下)カメの最下レベルに水抜孔を有し、粘土はない。 N(上)

カメは口縁部のニ稜に刻み目を有し、 S (下)カメは同様な刻み目とともに口縁直下及び胴部

に三条の沈線を巡らす。両カメともに焼成は不良で灰褐色を呈する。

遺構は北側でNo25により、また東側でNo22、No23Iζより破壊されている。遺構内には遺物は

なかった。

No.25.大型聾棺墓

B-3をペースとしたほぽ方形の墓拡の南壁に浅い横穴を設け婆棺を挿入している。 Sカメ

の胴部から底部にかけては粘土で覆われ固定されており、両カメとも半分より下は粘土で固定

されている。墾棺は大型墾どうしの合せ口であり、口接部には粘土を巡らしている。主軸方位

S-49.3・E、逆転水平位ー1.7・を測る。両カメともに胴部に一条の複合三角凸帯を巡らすが、

Sカメは Nカメに比して非常に長く本遺跡中最長の器高である。両カメとも T字形口縁で、焼

成良好な赤褐色ぞ呈する。

遺構は西側でNo.75を、北側でNo.27.及ひ'南側で、No.23、No24を破壊し西側でNo.26により破壊され

ている。遺構内にはNo27と恩われる整片が検出された。

No.26.大型書棺墓

B-3ベースの楕円形墓拡の南壁に横穴を設けて、ま麓棺を挿入している。主題棺は大型婆 (N
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カメ)と中型整 (Sカメ)の覆い口 (NくS) であり粘土はなく、主軸方位S-80'E、斜位39。

を測る。 N (上)カメは、口縁直下及胴部に二条の沈線を巡らすが刻み目はもたず、 S (下)

カメは胴部に一条の複合三角凸帯を巡らし刻み目はもたない。両カメともに焼成不良で黄褐色

を呈する。

遺構は東及び南側で、 No.35、No.27、No.25を破壊する。遺物はなかった。

No.27.大型饗棺墓

B-3をベースとして不明形(楕円形と思われる)の墓拡の南壁に横穴を設けて聾棺を挿入

したと考えられるが、 No.25及ひ'No.58により破壊されて詳細は不明である。 Nカメの上方には緑

泥片岩の塊石があって、 No21の如き状況を呈している。聾棺は合せ口であり粘土はなく、主軸

方位S-44・E、斜位25。を測る。 N (上)カメは口縁部を打ち欠いで形状は不明であるが、大型

の聾と恩われる。 S (下)カメは大型撃であり、この口縁部と Nカメの打ち欠ぎ部分とで口接

をなしている。 Nカメは口縁直下に幅の広い三条の沈線を巡らし、 Sカメは狭幅の三条沈線を

もって、両カメともに焼成はあまりよくなく、黄褐色を呈する。

遺構は北側で'No.58により、南側でNo.58により破壊されている。遺構内に遺物はなかった。

No.35.小型寮棺墓

B-3をベースとして不明形(楕円形)の墓拡を掘って小児用聾棺を埋葬している。遺構は

ほとんど破壊されており詳細は不明であるが、主軸方位約S-23・Eで水平位の埋葬形態をとる

と考えられる。 Nカメのみ残存するが、口縁部及び底部を失っているが、小児用婆と思われる。

焼成は良好で赤褐色を呈し、ハケ目を有する。

遺構は、西側でNo.27に、東側でNo.58により破壊されている。遺物はなかった。

No.28.大型聾棺墓

B-3ベースの方型墓拡の南角に深い横穴を設けて婆棺を挿入している。 Sカメの胴部は粘

土で覆われて固定され、面カメともに半分以下を粘土で固定されている。聾棺は大型護どうし

の合せ口で粘土帯ぞ巡らしており、主軸方位S-61.1'E、水平位1.7・を測り、水抜孔はない。

両カメは T字形口縁で胴部に一条の三角凸得を巡らし、焼成の良好な赤褐色を呈しており、底

部には不明瞭なカキ自を有する。

遺構は北側で'No.75を破壊し、南側でNo.80により破壊されている。遺構内に遺物はなかった。

No.29.大型要棺墓

B-3をベースとした方形墓拡の南壁に横穴を設け聾棺を埋葬している。聾棺は挿入 (N)

S) で粘土帯はなく、主軸方位S-43.5・E、斜位22.5。を測る。両カメとも下側を粘土によって
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固定され、水抜孔をもたない。両カメとも焼成はあまり良くなく灰褐色を呈し、口縁の二稜に

刻み目をもら口縁直下に二条の沈線を巡らし、口縁とこの沈線聞には不明瞭な横へ流れるハケ

目を有する。 N (上)カメは胴部に三条及び S (下)カメは胴部に二条の沈線ぞ巡らすが、胴

部から底部にかけてはハケ目はない。

遺構は西側で、No.79を破壊するが、遺物はなかった。

No.30.大型婆棺墓

No.80によって Nカメの大半を破壊されているが、 8-3をベースとして不明形の墓拡の南壁

に深い横穴を設けている。口接部の上方には緑泥片岩の塊石があり No.21と同様な意味をもっと

考えられる。童話棺は挿入 (N> S) で粘土帝はなく、主軸方位S-3rE、斜位360を測り、 S ( 

下) カメの下側は粘土で固定され、最下レベルに水抜孔を有する。両カメともに焼成は不良で

黄褐色巻呈 し沈線等はなく、 N (上)カメは口縁部を打ち欠いでいるが Sカメと同様に大型墾

と考えられる。

遺構は北側で、No.80により破壊され、東側で、No.79を破壊する。遺物はなかった。

No訓.大型饗棺墓

8-3をベースとした正方形の墓拡の東角に横穴を設け、横穴に挿入された Eカメは胴部を

粘土で覆われて固定されている。護棺は大型議どうしの合せ口であり、口接部には粘土帯を巡

らしている。主軸方位E980S、水平位4.8。を測り、水抜孔は有さない。両カメともに焼成は良

好で赤褐色を呈し、 T字形の口縁で胴部にWカメは一条の三角凸帯及び Eカメは一条の複合三

角凸帯を巡らす。不明瞭な縦へ流れるハケ目を有する。

遺構は、南側で'No.32により破壊されている。遺物はなかった。

No.32.大型賓棺墓

8-3をベースとした方形墓拡の東壁に横穴を設け、乙れに挿入された Eカメは胴部以下を

粘土で覆われ固定されている。喜善棺は大型聾どうしの合せ口であり上側のみ口接部に粘土帯を

巡らす。主軸方位E-280N、斜位18.9・を測り、両カメとも下側を粘土で固定されている。両カ

メともに T字形の口縁をもち、焼成は良好で赤褐色を呈し、 E (下)カメは胴部に一条の三角

白帯、 W (上) カメは胴部に一条の複合三角凸帯を巡らす。

遺構は北側でNo.31を、西側て叩0.33を破壊する。遺物は

No.33.大裂斐棺墓

8-3をベースとした楕円形墓拡の南壁に横穴を設け、横穴に挿入された Sカメは胴部を粘

土で覆われて固定され、また両カメの下側は粘土で固定されている。整棺は大型聾どうしの合
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せ口で上側のみ粘土稽を巡らし、主軸方位S-25.1・E、逆転水平位-1.5・を測り、水抜孔はな

い。両カメとも T字形の口縁をなし、焼成は良好で赤褐色を呈し、胴部に一条の三角凸帯を巡

らしている。

遺構は北側でNo.321乙より破壕され、南側で、No九を破嬢している。

No.34.大型聾棺墓

B-3をベースとした方形墓拡の南壁に浅い横穴を設けているが、墓拡は二段l乙掘られて、

下段の墓拡は横穴へ通じて護棺巻埋葬している。 N (上)カメの底部直下には花両岩の小塊石

があり、 No.2と同じ性質を示すと思われる。墾棺は大型童話どうしの覆い口 (N< S) であり、

粘土はないが水抜孔が S (下)カメの最下レベルに存在する。 N (上)カメは口縁部の二稜に

刻み目を有し、口縁直下及び胴部に三条の沈線を巡らしており、焼成はあまり良くなく灰褐色

を呈する。 S (下)カメも同様であって、胴部にもつ二条の沈線が異っている。

遺構は南側で、No.70を破壊している。

No.35. (No.26と並述した。)

No.36.大型寮棺纂

B-3ベースの方形纂拡の北壁に深い横穴を設け、乙の横穴に挿入された Nカメは胴部以下

を粘土で覆われて固定され、両カメともに半分以下を粘土で固定されている。整棺は大型護ど

うしの合せ口であり上側に粘土帯を回し、主軸方位N-23.8・w、水平位8.2・を測る。両カメと

もT字形の口縁をもち、焼成は良好で赤褐色を呈し、胴部に一条の三角凸帯を巡らしており、

水抜孔はない。

遺構は南側でNo.37により破壊されており、遺物はなかった。

No.37.大型重傷棺墓

B-3をペースとした方形墓拡(南側のふくらみは別の遺構と思われる)の東壁に浅い横穴

ぞ設けており、聾棺の下側は粘土で固定されている。護棺は大型護Jごうしの合せ口であり上側

のみに粘土帯を回しており、主軸方位E-32.8・N、斜位32.3・を測り、水抜孔は有さない。両カ

メともに明瞭な T字形口縁をもち、焼成は良好で赤褐色を呈し、胴部に一条の三角凸帯を巡ら

している。

遺構は北側でNo.36を破援し、遺物はなかった。

No.38.小型土舷墓

B-3下層位をベースとした楕円形纂拡の壁は、縦断面(東西壁)で二段、横断面(北南壁)
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で一段の階段状をなしており、また東壁は三段の最下段上に緑泥片岩の塊石が置かれて、乙の

塊石上面レベルは二段目のレベルと等しくなっている。調査時の検討により少なくとも 二段目

(南北壁では一段目)の レベルで、木蓋がなされたと考えられる 。遺構l乙乱れはなく、東西壁

に見られる一段目は遺構の掘り込み面と考えられる。遺構の東側では塊石の週辺に白色土が多

量に検出され、木蓋との間隙を充填したものと考えられる。粘土及び塊石の存在により、東側

に遺体の頭部を置いたものと考えられ、埋葬部の大きさ (幅55cm、長さ 90cm、深さ 25cm)によ

り被埋者は小児と考えられる。

遺構は主軸方位E-20.50N (頭の方向)を測り、遺構の切り合い及び遺物はなかった。

No.39.不明土拡

B-3をベースとした浅い土拡の中に、深い土拡を有しているが、調査時の検討により浅い

土拡は古墳時代に属し、深い土拡は弥生時代に属すると認められた。

浅い土拡は、深さ約15cmで底部は平担となっており、主軸線はN-20.6・Wを示し、遺物とし

て須恵器片 (襲、杯等)及び土師器片 (増、杯、腕、高杯、壷)が小破片にて多数検出された。

状況から考えて、本遺構は祭杷的性格があると認められ、弥生土拡を破壊してつくられている。

深い土拡は、深さ約83cmで、底部は弓状を示し、主軸線はN-63.60Wであった。遺物としては

壷片、童話片が多数出土し、底部には緑泥片岩の小塊石とともに査の口縁片が検出された。遺構

の状況から、小型の懇棺墓としての性格が強いと思われる。

No.40.木根と認めた。

No.41. 大型土鉱墓

B-3下層位をベースとした明瞭な方形土拡で、幅55cm、長さ 235cm、深さ約35cmを測り、

主軸線はE-17.10S (頭部) を示している。土拡の底部はほぼ平担となっており、特に横断面

では明瞭なコの字型を示している。縦断面ではやや船底状に弧ぞ描き、南北の両側壁がほぼ直

立するのに比べて、西壁はゆるやかに立ち上り、東壁はさらにゆるやかに立ち上っている。遺

構の幅はほとんど変りないが、やや東側が広くなっており、被葬者の頭部は東万に向いていた

可能性が高いと思われる。なお土拡の形状より、本遺構は木棺墓の可能性が高いと考えられる。

遺構は切り合い関係がなく、遺物もなかった。

No.42. 大型土拡墓

B-3をベースとした明瞭な方形土拡墓であり、幅70cm、長さ 190cm、深さ 20cmを測るが、

上部は開拓により破壊されており、深さは20cm以上となる。主軸線はE-23.7・N (頭部)を示

し、土拡の底部は平担となっているが、土拡とその周辺には径 5-8cm深さ 5-10cmの小穴が
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多数存在している。調査時の検討により、この小穴は木根と思われるが本遺構によって破壊さ

れたものと考えられる。遺構の切り合い関係はなく、遺物もなかった。

No.43. 大型土拡墓

8-2をベースとした (乙の区画には 8-3は存在しない)幅80cm、長さ 120cm、深さ 80cm

の方形土拡であり、主軸線はN-37.TWを示す。底部は平担で四壁はほぼ直立となっている。

遺構の切り合い関係はなく、遺物もなかった。この付近は地下水レベルが高く、調査時には湧

水していた。

No.44-No.46. 木根及び撹乱と判断した。

No.47.不明土拡

乙の区画には 8-3 はなく、本遺構は 8-2~ベースとした楕円形の土拡であり、東側の土

拡内にはさらに深い落ち込みが存在する。土拡内の層位は検出されず、乙の深い落ち込みが土

拡に伴うか否か不明であった。遺構の主軸線はN-49.40 Eを示し、幅90cm、長さ 188cm、深さ

40 (65) cmで、ある。土拡内の落ち込は不定形であって、径約50-65cm、深さ 25cmで、さらに小

穴を有しているが、この性格は不明である。遺構の切り合い関係はなく、遺物もなかった。

No.48-No.51 .木根及び撹乱と判断した。

No.52. 大型土拡墓

8-3下層位をベースとする方形土拡であり、主軸線はS-18.30E (頭部)を示し幅85cm、

長さ 175cm、深さ 45cmを測る。幅は南側がやや広く、南方に被葬者の頭部が向いていたと思わ

れる。両側壁及び南壁はほぼ直立しているが、北壁は横穴状l乙えぐられて凹状をなしている。

底部は二重底となっており、幅12-15cmの平担部が四壁に沿って巡り、これに固まれた中央部

分は縦断面で直線を描き、横断面で孤を描いている。乙れにより少なくとも底部には木製の平

板が並べられたものと考えられ、全体的には木棺墓の可能性が考えられるが、北壁の横穴の性

格は無蓋土拡墓としての性格を示している。

遺構の切り合い関係はなく、遺物は弥生式土器の小片が一個検出された。この事より 8-3

下位をベースとする遺構群は弥生時代であって、 8-3上位をベースとする聾棺墓群より古い

ものと認められる。

No.53.大型護棺墓

8-3をベースとする円形の墓拡を有するが、北側の別遺構によって破壊され主軸方位は不
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明であるがほぼN-300W前と恩われる。墓拡の底部はほぼ平担であるが、東寄りにま筆棺を設置

したと思われる落ち込みが約N-30Wの主軸線で存在する。底部には童話棺の破片と花商岩の塊

石があるが、塊石については本遺構に伴うか否か不明である。

遺構内には護棺の破片と査片が多数存在するが、本遺構の整棺の破片と思われる。しかしな

がら、議棺の口縁は三種類あって、さらにもう一つの墾棺基が存在したのではないかと思われ

る。

No.54. 欠番

No.55.小型寮棺墓

上部及び東側は破壊されているが、 8-3をベースとした楕円形墓拡に、主軸万位約N-33。

E、斜位(角度不明)に小型聾棺を埋葬したものと思われる。 E (下) カメは存在せず、その

口接法は不明である。遺構の西方には安山岩の板石が存在するが、乙れはNo.591乙属するもので

ある。 W(上)カメは小児護であり、口縁直下に一条の三角凸帯を巡らし、口縁部及び凸帯l乙

刻み目を有しており、凸帯以下には明瞭なハケ目を有する。焼成は良好であり赤褐色を呈して

L 、る。

遺構は南側で'No.3を破壊し、西側でNo.59により破壊されている。

No.56.小型蜜棺墓

8-3をベースとした楕円形墓拡であるが、東側は不明確であった。遺構内には花両岩の塊

石が Nカメの上方及び墓拡底部に存在し、特に上方の塊石はNo.21と同様な意味を有すると考え

られる。聾棺は口縁部(頚部以上)を打ち欠いだ査どうしの合せ口に近い覆い口 (N< S) で

あり、口接部には粘土帯を巡らしている。粘土帯が最高レベルには存在しないのが特長である

が、主軸方位S-58.50 E、水平位6.1・を測り、 Sカメの下側は粘土で固定されている。

両カメともに水抜孔及び凸帯等を有さないが、 Nカメは全体l乙ハケ目がみられ、 Sカメはへ

ラ調整の痕跡が認められる。両カメともに焼成はあまり良くなく黒褐色を呈する。

遺構は北側で'No.82を、東側で、No.57、No.12を破壊しており、遺物は

No.57.大型聾棺墓

8-13をベースとしたほぼ方形の墓拡の北壁に浅い横穴を設け、主軸方位 N-490W、斜位

26.2・に聾棺を埋葬している。 N (下)カメの直上には安山岩の板石があり、 墓拡南壁の上方に

は緑泥片岩の塊石が容在する。緑泥片岩の塊石はNo.21と同様であるが、安山岩板石の性格は不

明である。聾棺は大型聾どうしの合せ口であり、上側のみ粘土稽ぞ巡らし、 N (下)カメの最

下レベルには水抜孔を有する。両カメともに沈線等はないが、 Nカメは焼成良好で赤褐色を呈
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しハケ目を有するが、 Sカメは焼成不良で賞褐色を呈し底部はへラ調整の痕が認められる。

遺構は西側でNo.56、No.12、No.60により破壊され北側で'No.82を破壊し、東側で'No.66を破壊する。

遺物はなかった。

No.58.大型聾棺墓

B-3をベースとした楕円形墓拡の南壁に横穴を設け、挿入した S (下)カメの胴部以下を

粘土で覆い固定している。 N (上)カメの胴部上方には、 No.21と同様な緑泥片岩の塊石が存在

する。整棺は大型寮同志の合せ口であり、上側のみ粘土帯を巡らし、主軸方位S-50.7・E、斜

位26・を測り、水抜穴は有さない。両カメともに T字形の口縁をもら、焼成は良好で赤褐色を呈

している。 N (上)カメは胴部に一条の三角凸待を有し、 S (下)カメは胴部に一条の複合三

角凸帯を有し、下側で口縁の内張部を欠いでいる。

遺構は南側でNo27を破壊し、北側で、No.78により破壊されている。遺物は多量の護片が検出さ

オlJこ。

No.59.石棺墓

B-3をペースとした楕円形墓拡の中央に、花商岩、緑泥片岩、安山岩の塊石を用いて、組

み合せ式の箱型石棺を設置している。主軸方位はN-32.80W (頭部)を示し、北 (頭部)側の

蓋石には花嗣岩の大きな塊石を用いているが、 ζれらの蓋石の間隙と周囲には白色粘土がはり

巡らされていて石棺を密閉している。石棺の壁には花嗣岩と緑泥岩が用いられ、東西の側壁に

は各々 6個及び南北壁に各々 1個の板石が B-2を掘り込んでつくられている。壁石の間隙及

び蓋石と壁石の間隙には白色粘土が詰められており、頭部から腰部(側壁及び蓋石としては北

から 3個の石)にかけて朱(分析結果を参照)が両側壁及び北壁、蓋石の内側に塗られていた。

床は白色の粘土敷きであり、北壁に沿って石枕が存在し、被葬者の頭部が北方を向いていた事

を立証する。石棺の内側は、長さ 183cm、深さ 28cm、最大幅(人体肩部) 46cm、最少幅(人体脚

部) 25cmである。

遺構は南側でNo.lOを、東側でNo.55と別の小遺構を破壊する。小遺構の性格は不明である。石

棺内に遺物はなかった。

No.60.小型蕩棺墓

B-3をベースとした楕円形墓拡の東壁に横穴を設け、主筆棺を主軸方位E-9.6・s、斜位29.2。

に埋葬している。整棺は鉢 (Nカメ)と口縁(頚部)を打ち欠いだ壷 (Sカメ)の覆い口 (N

ぐS) で粘土帯はなく、また下側での Nカメは口縁部を打ち欠いで合せ口としており、水抜孔

はない。両カメとも焼成は不良で、 Nカメは黒褐色、 Sカメは黄褐色を呈している。 Nカメは

口縁直下に一条の三角凸帯を有し、底部にはへラ調整痕があり、 Sカメには凸帯等はない。
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遺構は東側でNo.57を、南側で'No.76Ji>破壊している。遺物等はなかった。

No.61.小型事棺墓

遺構は半分以上を破壊されて墓拡の形状は不明であるが、 B-3をベースとして主軸方位N

-26.3・E、水平位(角度不明)に護棺を埋葬している。護棺は鉢 (Wカメ)と口縁(頚部)を

打ち欠いだ査 (Eカメ)の覆い口 (W<E)であり、 Eカメに水抜孔を有するが最下レベルと

は異る。両カメともに焼成は良好で赤褐色を皇し、 Wカメは口縁直下l乙一条の三角凸帯を有し、

明瞭なハケ目を有するが、 Sカメは凸帯等はなく底部にへラ調整痕を認めるのみである。

遺構はNo.63を破壊するが遺物はない。

No.62. 欠番。

No.63.大型蜜棺墓

遺構の上部は破壊されているが、楕円形墓拡の北壁に N (下)カメの底部を近づけて埋葬し

ている。墓拡の北南西壁はほぼ直立しているが東壁はニ段に落ちこんでおり、主題棺は西壁に沿

って設置されている。 S (上)カメの底部は、 2個の花岡岩の塊石に乗っており No.2と同様な

意味を有すと考えられる。また西壁の Sカメ付近には花両岩の塊石があって、そのレベルは聾

棺の上部口接部と一致し、 No.15と同様な意味をもっと思われる。

護棺は大型議どうしの覆い口 (S< N)であり粘土はなく、主軸方位N-29.9・W、斜位20.5・

を測り、 N (下)カメの最下レベルには水抜孔を有する。両カメともに焼成は不良で黄褐色を

呈し、 Nカメは口縁直下l乙カキ目を有し底部にはハケ目を有する。 Sカメは口縁部に刻み目を

有するが沈線等はない。

遺構は上部をNo.6H乙より破壊され、下側でNo.89を破壊する。 No.89は主軸方位約N-I0・Eで‘あ

り斜位埋葬と考えられる。遺構内にはNo.89と思われる多数の聾片が検出された。

No.64.小型婆棺墓

B-3をペースとした楕円形墓拡で横穴はなく、主軸方位S-65.8・E、斜位27.2・に聾棺を埋

葬している。聾棺は鉢 (Nカメ)と小児聾 (Sカメ)の合せ口であり、上側に粘土帯を巡らし、

S (下)カメの最下レベルに水抜孔を有している。 N (上)カメは口縁に刻み目を有し、口縁

直下に一条の三角凸帯を巡らしている。 S (下)カメは口縁直下に一条の三角凸帯を巡らし、

両カメともに焼成は良好であるが黒褐色を呈し、ハケ目等はない。

遺構は北側でNo.13を、西側てやNo.14を、南側でNo.15をそれぞれ破壊し、東側でNo.64より破壊さ

れている。遺物等はなかった。
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No.65.大型蕩棺墓

B-3をペースに不明形 (方形と思われる)墓拡の北壁に深い横穴を設けて、主軸方位N-

7.5・E、斜位25.6。に聾棺を埋葬している。聾棺と墓拡は大半を破壊されているが、中型に近い

護どうしの覆い口 (S< N)で粘土帯はなく、 N (下)カメの最下レベルに水抜孔を有してい

る。 Nカメは口縁の二稜に刻み目を有し、口縁直下及び胴部に二条の沈線を巡らしているが、

焼成はあまりよくなく灰褐色を呈している。 Sカメは口縁の二稜に刻み目を有し沈線等はもた

ず、焼成は不良で黄褐色を呈する。

Nカメ内には、壷と鉢がほぼ一個体の量ほど大きな破片で検出された。 S (上)カメが破壊

されている為に、聾棺に伴うか否か不明である。鉢は口縁直下に一条の三角日帯を巡らし、壷

の肩部にも一条の三角凸稽を巡らしている。

遺構は南側でNo.18に破壊され、北側で'No.16を破壊しており、遺物はなかった。

No.66.大型土拡墓

B-3をベースとした楕円形の墓拡中に、さらに墓拡の西壁に沿って明瞭な方形の落ち込み

を有し、内部の方形落ち込みが埋葬の主体部と考えられ、主軸方位N-52.8・W、幅75cm、長さ

170cm、深さ 65cmで、ある。底部はほぼ平担であるが、北側には幅30cmの低段があり、被葬者の

頭部位置と考えられる。墓拡の北側は別の遺構にて破壊され不明であるが、墓拡内の遺物とし

て多数の護片が出土した ζ とより、本遺構は整棺墓の破嬢されたものか、聾棺墓を破壊した土

拡墓であると考えられる。しかしながら、墓拡の底部には婆棺の破片はなく、土拡墓として利

用された可能性が高いと思われ、東側の墓拡線は破壊された慈棺墓の線と思われる。

遺構は南側でNo.61とより、西側でNo.56により破壊され、東側で'No.68を破壊する。

No.67. 欠番。

No.68.石棺墓

遺構の全んどが破壊され、石組みの一部を残存しているが、主軸方位N-61.4・Wをもっ組合

せ箱型石棺と考えられる。残存する石組みは全て花闘岩であるが、その内測は幅40cm、深さ 42

cm、長さは80cm以上と息われる。

遺構は西側でNo.66により、南側で、No.5により破嬢されている。

No.69. 

No.19の南側にあり、 No.18及ひ、No.19により破壊されている遺構で、その性格は聾棺墓の可能性

が高い。
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No.70. 大型蜜棺墓

8-3をベースとした楕円形墓拡で、横穴部は破壊されて不明であるが、墓拡の北壁K童話棺

のN (下)カメ底部を着けており、 Nカメの最下レベルには水抜孔が存在する。婆棺は大型整

どうしの覆い口 (S< N) であり粘土はなく、主軸方位N-23.50W、斜位19。を測る。 Nカメは

胴部及び口縁直下に二条の沈線を巡らし、焼成は不良で灰褐色を呈する。 S (上)カメは口縁

直下に二条、胴部I乙三条の沈線を巡らし、焼成はあまりよくなく黄褐色を呈する。

遺構は、北側でNo.34により破壊されており、遺物は検出されなかった。

No.71. 大型驚棺墓

8-3をベースとした楕円形墓拡の南壁に浅い横穴を設け、挿入された S (下)カメの最下

レベルには水抜孔を有する。婆棺は頚部を打ち欠いだ壷 (Nカメ)とむしろ中型といえる墾(

Sカメ)の挿入 (N> S) であり粘土はなく、主軸方位S-15.40E、斜位25。を測る。 Nカメは

焼成のよくない黒褐色を呈し、沈線等はなく、 Sカメは焼成不良で灰褐色を呈し、口縁の下に

間隔の広い二条の沈線と、胴部l乙二条の沈線を巡らすが、胴部には二条の沈線より下にさらに

一条の沈線が巡らされている。

遺構は北側で・No.33により破壊されている。遺物はない。

No.72.小型石蓋土拡墓

8-3をベースとした方形墓誌の中に、方形の落ち込みを有して二段の墓拡をっくり、上段

のレベルで花開岩と緑泥片岩の塊石を並べて土拡墓の石蓋としている。埋葬部の内測は幅30cm、

長さ 50cm、深さ 35cmであり、主軸線はN-47.40Wを示している。遺物等はなかった。

No.73.小型聾棺墓

8-3をベースとした楕円形の墓拡の北壁l乙寄って、むしろ中型といえる愛どうしの合せ口

(粘土不明)Kよる墾棺を埋葬している。聾棺は主軸万位N-60.50W、水平位4.6
0を測り水抜

孔はない。両カメともに焼成良好で赤褐色を呈し、口縁直下の凸帯より下に明瞭なハケ目を有

し、 Nカメは一条の複合三角凸帯、 Sカメは一条の三角凸帯を巡らしている。

遺構は西側でNo.88>!i?、東側で:'No.78を破壊するが、遺物はない。

No.74.小型有蓋土拡墓

8-3をベースとした二段の方形墓拡であるが、形状はNo.72の石葦を排除した形態と類似し

ており、木蓋もしくは石蓋を抜かれた土拡墓と考えられる。遺構の状況から木蓋の可能性が高

く、主軸線はN-53.10W、内測は幅40cm、長さ 60cm、深さ 25cmで、ある。

遺物はないが、遺構は東側で'No.76及ひ'No.77によって破壊されている。

Q
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No.75.小型不明配石土拡

B-3をペースとした情円形土拡の中に、花嗣岩の塊石と小塊石があるが、かなり揖乱され

たものと恩われ、性格は不明である。 遺構はNo25及ひ(No.28によって破壊されており、遺物は

なかった。

No.76.配石土拡墓

遺構のほとんどが破壊されているが、 B-3をペースとした方形墓拡であろうと考えられる。

墓拡の北及ひ・南壁に沿って底部には、石を抜いたと考えられる跡があるが、西壁にはなく、石

枕と考えられる花両岩の塊石が存在する。遺構の内測(石壁跡の内測)は、幅60cm、深さ 42cm、

長さ不明で主軸方位 S-25・Wである。以上のことから、本遺構は北壁及び南壁の墓拡に密着し

た立石によって両側壁をつくり、石囲状l乙遺体を葬葬したと考えられるが、北壁に石はなく ( 

その跡も認められなL、)、正確には配石墓と言える土拡墓である。

遺構は、東側でNo.l1に、北側て'No.60に破壊され、西側でNo.74を破壊している。なお、本遺構

の側壁の石を用いてNo.l1の石囲がつくられたものと思われる。遺物はなかった。

No.77.土拡墓

遺構の大半を損って、墓拡の形状等は不明であるが、 B-3をベースとして不明形(方形

と思われる)の土拡墓をつくっているが、軸線の一本はN-44.9・Wを示している。底部は孤状

をなしているが、大型か小型か不明である。

遺構は西側でNo.74を破壊し、南側で'No.83によりまた東側でNo.l1により破壊されている。遺物

はなかった。

No.78.大型聾棺墓

B-3をベースとした方形墓拡の東角に横穴を設け、聾棺を挿入したものと考えられるが調

査をNo.58より行った為に、横穴部の線が確認できなかった。聾棺は大型聾どうしの合せ口で粘

土帯を巡らしており、主軸方位E-2.3・N、斜位8.5・を測る。両カメは同形式であるが、 W(

土)カメがやや小型であり、水抜孔は有さない。両カメともに T字形の口縁を有し、口縁直下

及び胴部に各々一条の三角凸帯を巡らしており、焼成は良好で赤褐色を呈している。

遺構は東側でNo.58を破壊し、西側でNo.73Iとより破壊されている。遺物はなかった。

No.79.小型石蓑土舷墓

B-3をベースとした楕円形土拡の中に、ほぽ方形の落ち込みを設けている。上段の楕円形

土拡には花闘岩と緑泥片岩の塊石があり、遺体を埋葬したと考えられる内部の溶ち込みの蓋と

なっている。底部はほぼ平担であるが北側がやや高く、被葬者の頭部が置かれたものと恩われ
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る。主軸方位はN-42.8・W を示し、土拡の内測は幅45cm以上、長さ 65cm、深さ 20cmであるが、

No.29により破壊されて蓋石は移動したものと思われる。

遺構はNo.29の他、西側で'No.30により破壊されている。遺物はなかった。

No.80. 大型土拡墓

B-3をベースとした楕円形の土拡の北側の底には、花嗣岩の小塊石が数個散在している。

主軸線はN-36・Wを示し、幅65cm、長さ 220cm、深さ 40cmである。底部はほぼ平担であるがわ

ずかに弧状を呈する。遺構は北側でNo.28を、また南側でNo.30を破壊する。遺物はなかった。

No.81.大型聾棺纂

B-3をベースとした方形の墓拡の西壁に沿って、主題棺の Nカメを北壁に近づけて設置して

いる。横穴は有さないが、聾棺は大型護どうしの覆い口 (SくN) で粘土はなく、主軸方位N

-51.60W、水平位3.1・を測り水抜孔はない。両カメともに焼成はあまりよくなく黄褐色を呈し、

Sカメの胴部には三条の沈線が巡らされているがNカメにはない。

遺構は北側l乙緑泥片岩の数個の塊石をもつが、これは別の何んらかの遺構と思われるが性格

は不明である。また南側でNo.85の大型墾棺墓を破壊している。遺構内にはNo.85の童話片が多数検

出された。

No.85はほぼ南北に主軸をもっと思われるが、詳細は不明であり、焼成は不良で黄褐色を呈し、

口縁の二稜に刻み目をもち口縁直下に四条の沈線を巡らしている。

No.82. 大型菱棺墓

B-3をベースとしたほぼ方形の墓拡の南壁に浅い横穴を設けてき筆棺を埋葬している。聾棺

は大型糞どうしの覆い口 (N< S)で粘土帯はなく、主軸方位 S-58.8・E、斜位24・を測り、水

抜孔はなく N (上)カメの下側の口縁は欠いでいる。両カメとも焼成はあまりよくなく赤褐色

を呈し、沈線等は有さない。

遺構は南側でNo.57に破壊されるが、断面図中 Sカメの底部近くにある塊石はNo.57に属するも

のである。また西側で、No.56により破壊され、北側で別の遺構(婆棺墓と思われる)により破壊

されている。遺物はなかった。

No.83.小型石蓋単棺墓

B-3をベースとした方形纂拡の北壁に横穴を掘り、安山岩の板石三個を用いて石蓋となし

した小型建の単棺を挿入している。粘土はないが最下レベルに水抜穴を有し、主軸方位N-59・

W、斜位29.6・を測り、護の直上には安山岩の板石がある。議は焼成はあまりよくなく黄褐色を

呈し明瞭なハケ目をもって、口縁直下に一条の三角凸帯を有する。
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遺構は南側でNo.13により破壊され北側で'No.77を破壊する。遺物等はなかった。

No.84.大型斐棺墓

遺構のほとんどはNo.22により破壊されて不明であるが、東側の一部の墓拡と底部にはり 着い

た聾片により、判断した。No.22の調査時は本聾棺の破片が多数出土した。

No.85.大型藩棺墓

No.81参照。

No.86.石棺墓

No.1参照。

No.87. 欠番。

No.88.土拡墓

遺構はほとんど破壊されて詳細は不明であるが、土拡内測は幅70cm、長さ 120cm以上、深さ

lOcm以上で、あり主軸線はほぼ南北である。遺構は北側で、No.73により破壊され、遺物はなかった。

4.科学分析

四本黒木遺跡の科学的基礎データを得るために熱分析とX線分析を行った。

(1)地層の分析

地層の分析は、 85・C定温乾燥による熱重量減少率(式 1)及び酸素存在下での灼熱重量減少

率によって、各地層位 (B-3及び B-4)の有機物含有率の算出を目的として行った。各デ

ータは次式によって得られた熱重量減少率である。

加熱前重量一加熱後重量
重量減少率 (%) X 100 (式-1)

加熱前重量

% % % 
85・C 定温乾燥 (A) 灼 熱 (B) (B - A) 

B-1  19.4 18.8 -0.6 

B- 2  10.4 12.4 2.0 

B- 3  19.6 27.9 8.3 

B- 4  15.1 18.6 3.5 

(A)は各試科の自由付着水分を示し、 (B)は自由水分+強結合水分+有機物を示す。しか
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しB-1及び B-2t乙於いては有機物は存在しないと仮定できる(ローム層及び古推積層位で

ある) 0 (B-A)は強結合水分+有機物を示すが B-1及び B-2では強結合水分のみを示

す。 B-3及び B-4は、 B-1及び B-2の一方もしくは両方の土壊に他の物質が混入して

できた層位であるから、次の結果はそれぞれの混入物質の含率を示している。

(B-3) 8.3 - 1.3= 7.0% 注) 1.3%は B-1及び B-2の平均値である。

( B - 4) 3.5 - 1. 3= 2. 2% 

この結果は示差熱分析結果と合致しており、混入物はほぼ有機物と判断できた。その理由と

しては、 450・C付近で発熱反応により重量減少を引きおこしており、自然推積のローム層では

有機物と考られるからである。

これにより、 「火山灰土」と呼ばれているこの黒色土層は表土層よりも含有率の高い有機物

(炭化物)含有土層である乙とが明らかとなった。

地層位の分析は上記の熱分析とともに、機器分析(示差熱重量分析、蛍光X線分析)を行っ

たが、これは粘土帯、固定粘土、棺内土、薬棺等を分析する為l乙行ったものである。示差熱分

析はFig.9 t乙、蛍光X線分析はFig.10tζ示した。

示差熱分析の条件は、試料量20mg、中性物質aーアルミナ、空気存在下、フルスケール10mg、

チャートスピード 2.5mm/min、最高温度800・C、試料容器白金である。図中の実線はT.G.A ( 

重量減率)、破線はD.T.A (示差熱)を示し、 B-1を 1とした時の比較線で破線ピークの下

向きは吸熱反応及び上向きは発熱反応である。

B-1及び B-2はほぼ同様な傾向を示すが、 B-1は250.C吸ぴ450・C t乙吸熱ピークを

もらなだらかな重量減少をなくしている。 B-2は250.C及び550・Ct乙吸熱ピークをもち、な

だらかな重量減少をなすが、 B-1と吸熱ピークの大きさが逆でありまた高温域のピークが若

干ずれている。乙れは、有機物の分析結果とも対応している水分の減量を示している。

B-3及 UB-4は250.C吸ぴ560・Ct乙微少な吸熱ピークをもち、 450.Ct乙大きな発熱ピー

クと顕著な重量減少を持っている。 450・域のこのピークは有機物の燃焼であり、B-3は6.3%

及び B-4は4.0%の重量減少を伴っている。

蛍光X線分析の条件は、加電圧50KV、加電流40mA、タングステン (X線管球)、フッ化リチ

ウム(分光結晶)、 2X104 スケールである。分析は208値20-90の範囲において行ったが、

結果として B1-B-4は同じ元素の構成であることがわかった。検出元素としては、 ZrC2

。:22.6) 、Fe( 28 : 51. 8、57.6) 、Mn( 2 8 : 63 1) 、Ti(2θ: 86.3)等が顕著である。

B-1-B-4での違いとしてはFe ( 2 8 : 51. 8) のピークがあり、 B-1はスケールオーバ

ーであるが B-2-B-4はほぼ同値を示している。

(2) 粘土と・棺の分析

試料として、 No.21護棺の口接部粘土帯、同室棺の胴部を覆っている固定粘土、同饗棺の破片、

-33ー



No.59石棺の覆い粘土を用い、示差熱分析及び蛍光X線分析を行った。

示差分析の条件はFig.9 (地層分析)と同じであり、データはFig.1U乙示した。試料の比較

はそれぞれ B-1と行った。

No.21の粘土帯は250.Cに微少な吸熱ピークと、重量減率 4.5%を伴う 450.Cの大きな吸熱ピ

ークをもっている。 B-1も同様な傾向にあるが、特に450.C吸熱ピークは、これより小さく

重量減率も1.8%であるが、 560・Cにも微少ピークが認められる。粘土帯のこの付近のピーク

は、 450・Cの大ピークにかくれていると思われ、断定できない。

No.21の固定粘土も同様な傾向を示すが、 450・Cのピークは減率 2.8%であり、 560..C I乙微

小な吸熱ピークをもっている。

墾棺片は当戦の如く焼成温度まではピークを持たないが、 560・CI乙微小ピークをもら、 X線

分析で固定粘土と同一なデータを示して同質粘土と決定されれば、本整棺の焼成温度は560・C

を超えない付近であろうと予想される。

No.59の覆い粘土は、 250・C吸び560・Cの微小ピークとともに減率 3.5%の450・C吸熱ピーク

をもっている。

熱分析の結果としては800・C以内に於いて、試料はほぼ等しいデータを示し、同一地域の粘

土と考えられるが、 800・C以上の温度域では結論を得ることができない。このために蛍光X線

のデータを補助とした。

蛍光X線分析の条件はFig.lOと同じであり、データはFig.12に示した。

No.21の粘土得はほとんど B-1とほぼ同一であるが、 2()値51.8のFeピークがB-1よりも

小さいものである。しかしながら B-2のそれよりも大きく、 B-1の上部層とほぼ等しい結

果を得られる範囲と思われる。

固定粘土は、粘土帯とほぼ等しいが 2()値86.4のTiピークが B-1及び粘土帯より低いもの

である。しかし B-2のそれとほぼ等しい程度である。

聾片は、固定粘土と全く等しいデータを示す。

No.59の覆い粘土は、固定粘土及び聾片とほぼ等しいが、乙の白色粘土の 2θ 値51.8のFeピ

ークは国定粘土の約半分程度である。しかし B-2のそれよりやや低い程度であり、固定粘土

と異質である事を証明するには困難である。

示差熱分析及び蛍光X線分析の結果からすれば、全試料はほぼ等しいデータ性を示し、同一

地層 (B-1)から採取された粘土であると考えられ、 No21の聾棺は遺跡付近の粘土を用いた

ものであり、焼成粘土は560・Cを超えない程度と考えられる。しかしながら、示差熱では800・

C以上の領域で、また蛍光X線では金属外領域で、異質を証明するデータが得られるかも知れ

ない。また分析した数量が少いために四本黒木全体についての基礎データとして示しておきた

L 、。
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(3) Ca、P、s(人体)の分析

人体の構成元素のうち、残りやすいCa，P、 Sの三元素を、 No.21楚棺墓、 No.41土拡墓、 No.59

石棺墓について、蛍光X線分析を行った。条件としては、 GeX線管球、 50KV、40mA、E.D.D.T.

分光結晶を用いて、 Caは 2X104 スケール、 P及ぴSは 4X 10-3スケールで行った。結果は次

表の如くなるが、数値は 8-1を 1とした時のピーク比である。

Ca 2 X104 P 4 XlO-3 S 4 XlO-3 

8 - 1 1.0 1.0 1.0 

8 - 2 2.3 1.0 0.8 

8 - 3 2.4 ※ 4.2 2.2 

8 - 4 ※ 3.3 ※ 3.1 1.1 

No.21童話棺内土 2.4 ※ 6.5 1.8 

No.41土拡内土 1.8 ※ 4.2 ※ 2.8 

No.59石棺内土 2.5 ※ 2.8 O. 7 

※印は高含有を示す。

地層の説明を繰り返えせば、 8-1は否有機物含有のローム層、 8-2は否有機物含有の花

商岩風化砂の推積層、 8-3は高有機物含有層、 8-4は耕作層であり肥料及び潟葉土によっ

て P値及び有機物含有は高い。

Caでは8-4、 Pでは 8-3、 8-4、No.21、No.41、No.59が高く、 SではNo.41が高い数値を

示す。これは残存条件がきびしい場合の人体の残存する元素としては p (リン)が最高である

ことを示し、 Ca(カルシウム)及び s(イオウ)は流出しやすい元素であるととを示している。

また、 8-3及び 8-4の数値は次の事を示していると考えられる。即ち、 8-2の知く非人

為的な推積位層位と異って、 8-3はある程度人間(あるいは動物集団)集団によって形成さ

れたものと考えられる。 8-3が乙の低台地のほとんど全部に渡って存在しながらも茶臼山(

西方)側にはなく (昭和 6年の開拓ではむしろ東側即ち本遺跡の直上が開拓されている)、ま

た同層位に縄文晩期~弥生中期の生活用土器が散布するところからも、この考えは裏づけられ

ている。しかしながら、乙の考えを判断する為には、黒色土層の全台地的プロットが必要であ

り、 一応のデータとして止めておきたい。

(4) 朱(丹)の分析

No.59石棺墓の北側には朱(丹)が塗布されているが、乙の朱(丹)の分析を行った。朱は水

銀を含んだ色を呈し、丹は鉄による色を呈するが純粋なHg、Feのものは少なく、粘土に混入さ

れたり、または赤い粘土を精製して塗布されたりするのが現状である。弥生時代の例としては

神崎郡平原町の姫方遺跡の護棺があり、棺内の朱はHgと粘土の混合物であり、鳥栖市の古墳の

朱(丹)はFeと粘土の混合物であった。
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分析法は蛍光X線分析及びX線回析により行い、 Fig.12に示した。蛍光X線分析の条件は、

Fig.l0に等しく、回析条件はCuX線管球、 30KV、15mA、Niフィルタ一、 4XI02スケール、であ

る。蛍光X線の結果は、石棺覆い粘土と全く等しく、 28値35.91乙現れるべき Hgのピークは検

出されなかった。 ζ のため試料の X線回析を行ったが、結果として得られたものは粘土そのも

のであり、 a一石英、正長石、曹長石の鉱物が検出された。

分析の総合結果として、石棺の朱(丹)は、付近の赤い粘土を集めて精製し、塗布されたも

のと考えられ、赤い色素は鉄によるものと考えられる。
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5. 土器の編年

調査によって得られた、遺構の相互の切り合いによる新旧関係はFig.15に示した。→は新しい

方を示し (z.Q: 5→ 6) では遺構No.5が遺構No.6によって破壊されていることを意味する。

また破線は中聞にある別の遺構が相方によって破壊され、新旧関係が確実でないものを示して

L 、る。

Fig.15を基礎として、大型墾棺の形態変化を追えば、まずNo.5N、Sカメの例を上げることがで

きる。即ち、朝顔状に広がる一重の口縁をもって口縁の突端のー稜(下側)に刻み目を施し、口

縁直下及び胴部に三条の沈線を巡らして、全体として重心は下方にあり胴部の外線は底部側でや

やふくらみをもっ曲線をなしている。焼成はあまりよくなく、全体として灰褐色を呈する。(第 I

-a形式)01-a形式の口縁部刻み目は二稜の場合もあり、また口縁直下及び胴部の沈線は 2条の

場合もあり、聾の最大径は口縁部にあって、斜位埋葬で水抜孔を有する。

1-B形式としてはNo.29、 Sカメを例にあげられ、全体の特長は 1-aと同様であるが、口縁の

内側に小さな突起が認められ、口縁の稜は三つとなり、外側の二稜は水直になる傾向をもって刻

み目を施している。なお口縁部の刻み目と胴部の沈線はないものも見うけられる。

第 E形式は、 1-Bの口縁内側突起が発達する過程を示すもので、全体として第 I形式に似て

いるが、胴部線は直線に近くなり、口縁部l乙刻み目の例が少くなる傾向を示す。 II-a形式の例は

No.85・Sカメで、 1-bの内側突起がそのまま大きくなった形式であり、内側の突起の稜と中央の

稜とが水平で平らな面をつくる傾向が認められる。中央の稜は、 1-b中央稜ではなく、新しく突

起としてはりつけられたものである。

II -b形式は、 No.24'Nカメを例として、突起というよりも、一重の朝顔口縁の内側に粘土帯を

はりつけたものであり、また II-aが水平に平面を作る傾向を示すのに比べ、 II-bは同位置に稜

をつくっているが、このため、 II-aと比べて外湾の度合が少い。

E形式の例はNo.70・Nであり、 II-aの内側の二稜のつくる水平部が発達して上方に伸び、かっ

二稜聞の長さが短かくなっている。これは、 II-bの外湾部の上部をさらに急激に外湾させて、内

側にはりつけた粘土帯を水平面とした状態とも解釈できる。田形式は、全体として E形式に似て

いるが、胴部線はほぼ直線となり重心も上方に移動している。しかし、 I、 E、田形式は聾棺と

して相互に組み合わされており、形態差と年代差が確実に比較できるものではなく、遺構の新旧

関係により、 I→固形式の順l乙新しくなると考えられる程度である。また、全体を通じて聾は中

型に比定される。

町一a形式としてはNo.ll・Sカメが例であり、刻み目及び沈線をもたない。町形式はa、bともに

皿形式との直接的な連続を示す特徴は少なく、むしろ E形式に連続を感じる。口縁部は直立に近

くなり、内側の突起は大きく上面は平らであるが外湾方向へ傾斜し、外側に小突起をもっている。

N-aの最大の特徴は、頚部~口縁部を形成する最初の粘土 (1-aの一重口縁)の先が、口縁上

部の平面にまで達していることである。
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lV-b形式はNo.82・Sカメを例とするが、口縁上部は平面でな く全体としての稜をつくっており 、

全体的な様相は 1I-bに似ているが、粘土の装着が異っている。最初の口縁粘土 (1-a) の内、中央、

外の三か所にほぼ等しい大きさの突起をつくり、最初の粘土を外に注らさないようにしている。

W式は焼成もいく~んよ くなり、黄褐色~赤褐色を呈する。全体としての線は直線に近くなり

重心は上り、ハケ目が明瞭(a式)な例もあり、水平位埋葬に近い低角度の埋葬であるが、水抜

孔は見られる。lV式の口接は挿入部分が長く両カメの区別が大きさで異り、口接部の間隙に粘土

を挿入している。

V式は、さらに外カメと内カメの差異が激しく、憐成は一段とよくなり、赤褐色を呈するもの

が多い。埋葬位は水平位のものが多くを占めるが、水抜孔の例も多い。

V-a形式はNo.l • Sカメを例として、口縁部はやや外湾して上部の平面はなくなり、突起は

発達して多数の稜をもち、その稜l乙刻み目を施す例もあり、全体として装飾の強い感が得られる。

この形式は外聾として用いられ、lV-aの内側の突起が発達して大きくなり乙の上に稜を設け、さ

らに乙の稜が不明確となり平面を形成する傾向がみられる。

V-b式としてはNo.l • Nカメの例があり、 lV-aの外側突がないものであり、内カメとして使

用され、捜入や覆い口の口接部が短くなるにつれてV-aに影響して、内側にのみ大きな突起をも

っ珂 (b)式を生み出すものと恩われる。装飾は全くなく、内カメ専用として製作されている。

V-c式は、 No.3・Sカメが例で、田式の上部が発達して平面部が大きくなっている。

W式は、 V-a、bの相互関係及び挿入部が短くな って合せ口に近い様相を呈する意味であるの

か、口縁の内側にのみ大きな突起をもち口接部には粘土帯を回す例が多く、 V式とともに石囲い

を有する例がある。

羽-a式で・はNo.9・Sカメの例があり、 V-cの発達したものであり、口縁上部はやや丸味をもち、

重直にはる外側の二稜に刻み目を施すものが多い。 V-cとの違いは粘土装着の異りであり、V-

cが外湾部K平い粘土をのせて口縁部奇形成するのに比べ、羽-aは外湾の度合も少く内側に三角

形の粘土をはりつけている。乙れはV-b式の連続であ る。また頚部及び胴部に幅広の沈線を巡ら

す例もあるが、乙れはVI-bにも 言 える乙とである。

羽-b式の例としては、 No.53・2があげられるが、形態としてはV-aの稜がなくなり口縁上部

が丸みをもつもので、 V-bの影響が認められる。 V-a，bK比べてやや厚手のものが多く、口縁

もかなり直立したものが多い。なお焼成としてはVI-aよりも良好な例が多く、 VI-aが古式な手

法を感じさせる。またVI-aは外カ メ、 VI-bは内カ メの例が多いが、口接部はほとんど合せ口に

近く、メパリ粘土の例が多L、。水抜孔も見られる。 VI-bとしては、形態が多様で、さらに分類で

きるかも知れない。

VI式は全体として、合せ口、水平位、 T字型口縁への移行形態として とらえられるが、 重J心の

位置及ぴ全体の感じは古形式を連想させる。

VII式はNo.22を例とする が、外見上T字型口縁をもち、非常に大型となり、底部は円錐形をとり
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重心は全体の中心にあって、胴部線は直線を示し、さらに羽式までは内湾した胴部がやや外湾を

示す傾向をもつが、未だ胴部に三角凸稽を巡らす乙とはない。婆棺は同形式どうしの完全な合せ

口であり粘土帯を回し、横穴方向へ挿入された護棺は粘土で胴部以下を覆われて固定されている。

水抜孔はなく、水平位を意図するものと考えられる。焼成は良好であって、赤褐色を呈する。口

縁部は、直立した粘土の先端のみが急に外湾して、その内側に大きな粘土突起をもつが、突起と

外湾粘土との聞には別の粘土が詰められて、断面をとれば、左右対称の形態をとっている。上面

の平面部はやや外側に傾斜するが、ほぼ水平である。

VDI式はNo.21を例とするが、口縁部の直立粘土の外湾は小さくなり、内側突起の発達があり、直

立粘土は直接外部に露出されない。胴部には一条の三角凸帯や複合三角凸帯を設けている。

E式はNo.28が例であり、口縁部の直立粘土は外湾せず平面部をつくる粘土の中に挿入されてい

る。平面部の線は中央が凹む例もある。内側への発達は最高に達し、外側の張り出しと比較すれ

ば、厚さで 2倍、長さで 3倍となり、平面全体の幅は 5cmを超えるものであり、胴部の凸帯もし

っかりとはりつけている。外側への張り出しは、まず厚みが増して、次に長さを増してゆく傾向

がみられる。合せ口、水平位の埋葬形態をとり、横穴挿入のカメは固定され、床は粘土を敷いて

婆棺を固定している。

庇'式は、非常に特異な例であり、医式のNo.25の遺構を破壊するNo.26の例である。全体としては

VI式に比定され、斜位埋葬の水抜孔を有するもので、上カメは沈線を頚部及び胴部に巡らしてい

る。頚部の沈線は、羽式までの例では口縁直下にあるもので、 No.26で、は口縁からかなり離れて存

在する。しかしながら下カメは、小型でありながらも口縁形態は羽式に相当し、胴部には複合三

角突帯を設けている。焼成は不良で・黄褐色を呈している。この例は極て希れであり、一基のみの

存在であり、旧式の残存カメを用いたものか、特別に製作されたものか不明である。

X式はNo.37を例とし、完全な T字形口縁であり、平面部を形成する粘土の中央に、頚部から直

立する粘土を挿入している。平面部は水平でありながらも中央がやや凹気味である。本例も No.37

唯一であり、 X式全体としてつかめないが、斜位の埋葬であり、口縁部から底部にかけては非常

になだらかであり、全体として円錐状であり、口径と器高の比が非常に大きい。

E式は、 No.78唯一で、あるが、その特徴として口縁部の粘土装着はほぼX式に似るが、平面部は

外側に傾斜して、口縁直下に一条の小三角凸帯を設けており、口縁部全体は厚みを増して頑丈な

っくりとなっている。

また、胴部に三角凸帯を設け、焼成は良く赤褐色を呈する。

本遺跡の聾棺は以上のように分類できるが、狭面積に集中した葱棺墓は、数量の割に器種が多

く11形式に分類した。形態の発達をまとめれば次のようになる。まず一重の朝顔口縁で頚部がし

まって胴部がふくらみ、重心は低く刻み目と沈線を有する例が多く、次には重心がやや上方l乙移

り頚~胴部はほぼ直線となり、口縁部に突起があらわれしだいに大きく発達してゆきこれに伴っ
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て器形も大きくなる。さらに内カメと外カメの差異が大きくなり、しだいに水平位の埋葬が多く

なり、沈線や刻み目も減少し水抜孔がなくなる頃には、同形式どうしの合せ口の口接法が存在し、

口縁部は小さな T字形を示し、全面にはけ調整の跡がみられ、頚~胴部の線は外側にふくらんで

重心は中央l乙移り、底部はゆるやかに立ち上り円錐状を呈してくる。 T字形が完成されるにつれ

て、胴部に凸帯を設け、水平位合せ口、粘土固定の方式が定着する。次に T字形の口縁が外側へ

傾斜し、口縁直下にも凸帯が存在する形態となる。

きて、本遺跡に特徴的な塊石を有する婆棺は、 I形式から咽式まで存在するが、その中心は皿

及びV式である。

6.聾棺墓の埋葬

全体的に、方形もしくは楕円形の竪穴墓拡の長軸方向のー壁に横穴を掘り、下カメを挿入して

固定し、内側の最下レベルに小孔を穿って水抜孔となし(調査時に確認され、下カメ設置後に孔

を穿っている)、被葬者の足を入れて、上カメをかぶせる埋葬法であり、水抜孔を設けなくなる

項には、水平位となって口接部に粘土帯を巡らして固定する一方、下カメの胴部やカメ全体を粘

土で固定するようになっている。

Fig.14はNo.28の北壁図で、あるが、壁面には竪穴を拙りこんだ時の跡が明瞭であり、鋤状の道具

が用いられたものと思われる。

， ， 

。 0.5 

Fig. 14. No.28 北壁図
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N.まとめと問題

本遺跡は、黒色土層を生活層として、堆積した時代にはじまり、黒色土層の下層位を基盤層と

した土拡墓群、黒色土層の上層位を基盤層とした聾棺墓群で発達し、同層を基盤層とする古墳時

代の遺構によって終了している。黒色土層からは、弥生時代の遺物と伴に黒色磨研の土器が出土

しており、またNo.39の上部遺構には須恵器が認められている。なお、 1-5区には褐色砂質層を

基盤層とする土拡があるが、乙れらは不明土拡である。

本遺跡の最終形式に比定される X及びE形式の婆棺は、西方の二子遺跡から多数検出され同遺

跡の主体となっており、本遺跡の他区の調査を待たねばならないが、墓域の移動が考えられる。

また石囲婆棺墓の中心となる皿形式及び羽形式の時期には、警棺の器種及び形式、埋葬方法等

が多様化する時期であって、極端には窪棺の個性が強調される時期であり、小児用聾棺の出現も

乙の頃に相当している。乙れは、当時の社会背景と関連してみれば、興味深いと考えられるが、

この個性的な形式がすぎると全く均一的な形式が来て、 T字形口縁、水平位、合せ口に代表され

るように、唯一の形式を作成して乙れを二個組み合わせる婆棺墓が存在する。これは極て合理的、

画一的であり、乙れらの一群とは全く異質なNo.26が存在するととも興味深い。

また地形的には、東から西へ新形式が移動し、開拓前の地形を考えれば、高い方から低い方へ

と移動している。

婆棺の埋葬時期は弥生時代前期後半より、中期中葉までの時期であり、黒色土層にみられる土

器片は、同様な時期に相当するが、やや早い(前期前半)ものも含まれている。

また、前期と中期の境はV式と VI式の境l乙比定されると思われる。

-46-







凶
桐
罵
る
糧
川
市
(
も
'
ト

krtwm押せ

お
剛
山
(
』

H

吋
盤
壬
ヨ
巴
時
阪
地
謡
州
地

49 



nu 

戸

D

第 10 区

墓拡線

第 10 区

調査中



p
b
 

第 9区東側

墓拡線

第 9区東側

調査中



52一

第 9区西側

墓拡線

第 9区西側

調査中



覆 い 口 (No.5) 

合せ口 (No.25) 

-53一



-54一

墓拡の横穴

(No.24 ) 

墓拡の掘痕

例0.28)



No.2.小型聾棺墓

水抜孔と

底部下の石

No.5. 大型護棺墓

No.6. 大型聾棺墓

F
b
 

F
b
 



No.8. 

大型石囲護棺墓

No.ll. 

-56一

No.9. 大型聾棺墓

(右はNo.6) 



No.11. 

付近の墓拡切合

No.74 

No.77・No.76・No.60
No.ll 

ヴ
dp

b
 

No.16. 大型配石聾棺墓

とその週辺

(右はNo.8) 



No.15. 

小型嚢棺墓

No.17. 

大型石図書棺墓

No.17. 

聾棺排除後

-58一



No.J 8. 

大型聾棺墓

No.19. 

小型嚢棺墓

(上は仙65')
右はNo.17

No.21. 

大型聾棺墓

固定粘土
粘土帯
標石

No.20. 
小型嚢棺墓

Q
d
 

p
b
 



No.23. 

大型配石窒棺墓

(上はNo.24) 

No.24. 

No.22. 

No.23. 

日
UF

O
 

No.25. 

大型聾棺墓

(上はNo.26) 



No.25.とNo.26.

墓拡の切り合い

No.29. 

大型聾棺墓

(下は叩 ) 

石蓋土拡墓

No.28. 

大型聾棺墓

61一



No.33. 

大型嚢棺墓

(上はNo.32，No.31) 

つ臼PO
 

No.36. 

大型聾棺墓

(右はNo.37) 



No.37. 

大型聾棺墓

No.60. 

小型聾棺墓

(上はNo.57) 

No.63. 

大型書棺墓

(底部下の石)

-63一



No.65. 

大型聾棺墓

(棺内の壷)

(右はNo.16)

No.83. 

石蓋聾棺墓

(左はNo.13) 

No.78. 

大型聾棺墓

-64一



No.38. 

小型拡墓

調査前

No.38. 

調査後

FU 
F
O
 

No.39. 

不明土拡

上部の古墳時代

遺構と

遺物出土状況



No.39. 

不明土拡

下部(弥生)遺構と

出土状況

No.41. 

大型土拡墓

-66-



No.42. 

大型土拡墓

-67一

No.52. 

大型土拡墓

調査前

No.52. 

調査後



No.72. 

小型石蓋土拡墓

No.72. 

石蓋排除後

D
O
 

C
U
 

No.74. 

小型(有蓋)土拡墓



No.59. 

大型石棺墓

No.59. 

蓋石排除後

No.59. 

石棺排除後

-69ー



No.59. 

石枕と石棺床

70 



月

i

No.J7-N 

No.J7-S 





No.13-N 

No.37-E 

-73-



No.l4-S 

No.83. 

No.71-S 

-74-



図 面 集







2
0
.
D
N
 

仕

N 

SOcm 。

No.2遺構実測図

-78ー



可ー

久

夕、

久

N 

2 
<> 

N戸.，;
e、a

NO.3遺構実測図

-79一

央、

50cm 



2
0
.
0
N
 

4 

N 

No.6 

50cm 

NO.5遺構実測図

80 



2

0
.
0
N
 

N 

50cm 。

No.6遺構実測図

-81ー



ヘ

」

2

0

D

N

 

寸

No.8 -， 

寸

一一一一一一 ¥J .--、，.
， 

-1 ， 
ー't ， 

ー，
， 、、

...i.....:i， 

50cm 。

NO.7遺構実測図

q
L
 。。

N 



図
震
Mm蝶
鯛
∞
.
。

z

a 

f 

s 
φ 

E 

o
s
-
-
4
i
1
4
1
1寸
i
J
l
l
'

¥ 

-83ー

i 



50cm 

三∞

.
2

N 

19.5M 

-84-

NO.9遺構実測図



r 

2
0
.
D
N
 

20.0M 

50cm 。

No10遺構実測図

戸

D00
 

タ



一泊
・
∞
玄

ハ
b口口



，，-二. 、、
/司"，.--r r-・7・kι
， -，、、
〆ι3、:

• I '/ー一一一ーーーー~\ ' 一\
-I 

，ι 

....， 
、 ~.J.. 

No.6 

ト

ト
4 

19.8M 

ψ 
ぷ~~

NO.11遺構実測図

-87一

三
国
∞一

B 

50cm 



2
D
.
D
N
 

， 
， ， ， ， ， 
No.57 ， ， ， 

Yλ 

・占
、、

v
k
 

50cm JC2輔実測図

。

三∞

.2

50cm 。
NO.13遺構実測図

88-

N 



No.13 

50cm 

NO.14遺構実測図

三回

.m

一

50cm 
~フグN

‘T、
1¥ 、、 f

、一 一"、、 ，、、、、、 白、、 .. 
一、、 -，

‘ 、 2・J 色、.:!~ ， 

NO.15遺構実測図

Q
d
 

Q
U
 



E
h
h
d
-

No.8 

50cm /〆N

NO.16遺構実測図

90 



N 

一
曲
・
∞
豆

J9.8M 

50cm 。

No.17遺構実測図

Q
d
 



三
∞

.2

No.17遺構実測図

-92-





豆
町

.m

一

50cm 

-・.

三
回

.2

50cm 

図現実構

し
ぽ内

40
 

N
 

-94一

N 



2hF.m

一

→ 

イ

4 

ィ，'

t' 

プゾ

-;1 

プ1No.20 

メ¥

， ， 
， 
， 
， 
r ， ， 

， 
， ， 
， 
， 
f 

l 
t 
l 

f ， ， 
t ， 
f 
J 

、、.・

50cm 。

No.21遺構実測図

-95-

N 





。 50cm 

19.7M 

NO.22遺構実測図

-97ー



〆

NO.23遺構実測図

-98-

唱

曲
p
h



、
、、

、
、

『
『、，

 
，，
 

〆a
F
 a

F
 ，

 ，
 

，
 

E
E
B
E
l
l
i
-
-
a
E

・
，

，
 

J
f
、，.

1

、、、、、
1 

1 

1 

1 

」

4 

Q 

7
守

7
b

-

、〉

目

、u

，

一-
-
M
u
-

「一ー

-
Y
仁

川一川
H
H
J、

一市
川
uu

h
l
F
丸

、

h
l
l
v
 

/グN
19.8M 



~~\ 

芸
∞

.
2No.25 

50cm 

No.24遺構実測図

-100ー

N 

t 



19.8M 

NO.25 横断面図

-101-



50cm 

No.25遺構実測図

-102ー



三
国
.
∞

qa 
nu 



E
O
O凶

， ， ， 
r 

〆， 
I ， ， 

f 
s 

‘ 、
‘ 、、、、、

、、、、
、、、、

>1 

F
 

--
、、、‘

 
、、

、、
、
、、

~o.25 

No.26遺構実測図

-104-

19.8M 



yが/

'" 干ぜ

念

N 

~ 

イ

~ No.58 

No.25 

50cm 

NO.27.35遺構実測図

-105 



E
O
O凶

N 

19.8M 

NO.28遺構実測図

-106-



-107ー



室

田

町

。
50cm 

No.29遺構実測図

-108ー



s 

三
国

.
2

50cm 。

No.30遺構実測図

-109-

~ 



斗-cプN

‘，ー、
i

p
 

19.8M 

-110ー



a 

三田

.2

50cm 

No.31遺構実測図



z 

c> 

間口
0

ヨ

χ 
-
Z
9
ω
 

-
a
L
P‘
九作

ハ

ヨb

R 
日

19.8M 

NO.32遺構実測図

9
-



No.32 
L ， 

L 

19.7M 

50cm 

No.33遺構実測図

向。
噌

i





芝∞
.∞-

げてtUハ， I r- L- - ~. ， >-
，...:' ，/1 I ， 咽

，~ :，(¥ ， ，、Lへ
，イ1〆「:;;:;「kh、

ネ III I I 下IA

TJJ I l lu;;礼 ゅ
I I  1 I 1 ， 1 I I ; I、l、，14 : : 』 ; ; i J ; l : : ト土、

，..: _ __ _'...，J.~・". _.ι 、1.

JVF?マででで=17;; ~: 守デト告 1 ，\
川 ~ _ I _ : _i j _ '_ : ~ :_1 川1: ~ 
";11よ 司 --司・、 ... '!..: !A 

，ーι L ¥ i下、
，' - 〆守司、，~.‘

/ il-、ー .，

JJ l CF苧 % 0 J)¥i 

-;JI-J l 

N 

No.37 

50cm 

19.6M 

No.37 

遺構実測図

-115-

NO.36 



q気

三曲
.m

，
 ，
 

RV'r ，， ，，， 
，，
 
，
 ，
 

，
 ，，
 ，
 

、
，，，， a，.，a

，
 

、

.，
日

a
l
l
i
-
-
1
1

.‘
 、、、、

、、、
培、‘~吊

、、、

50cm 。

遺構実測図

-116ー

No.37 

N 



叫
・
町
三

ヰト¥
19.6M 

J 

NO.38 遺構実測図

司，，



¥ 
N 

， 
~ ， 

A 

' 

b 、、
v 、

一 、
r 

' ト

‘ ヤ、
、・d

一
也
・

0
玄

/ 

¥ 

、そ

遺構実測図

-118-

No.39 









-， 

三
∞
.m
一

50cm 。

No.56遺構実測図ぷ〆、j

N 

50cm 

19.8M 

遺構実測図

q
L
 

つ白
唱

i

No.55 



主
国

.
2

50cm 。

遺構実測図

q
d
 

つ』

N 

No.57 





Ii 

H
F
f
ι
日

m
 

p
u
 

n
U
 5

l
 

No.59 遺構実測図

FD 
ワ臼



三

国

柄

一

附8'61

一泊
・∞
玄

50cm 

， 
a 

--・'一

。

19.8M 

遺構実測図

一 126一

NO.59 



一
泊
・
∞
玄

ィ七フグN

50cm 

No.60遺構実測図

50cm 

ゥ，ワ臼
唱

i

No.61遺構実測図



50cm 

h

t

ぺ
h
t
a
，1
4

1
』

t
w
'
l
!
J
f
1
3
2

、λ
、

，

、

J
v
'

d
 

、

、

戸

、

，

i

〉

，

A

M

Y

 

¥

ノ

u
y
 

〆

、J
J
 ，，

 
ム

，
 

b
 ，

 

N 

No.63.89遺構実測図

128 



50cm 

¥ 

三回

.E

No.65遺構実測図

No.' 3 

ノ J 、?n
ぺ、、、‘

< ，、'ー、、 、、
一一一.:_t__:..If¥'" 

・ 、 一一ι ー .‘ 
~ ~~-----~- ，}<'..--守ミゴ:

LLグ←づι」日 Jj

N 

50cm /〆
出土状態実測図

-129-

No.64 



三由

.m
一

SQcm 
19.6M 

遺構実測図

-130ー

No.66 



三
∞
.m
一

50cm 。

No.70遺構実測図

三
田
町
一

N 

50cm 
l 

N 

No.68 遺構実測図
-131-



50cm 

ミ

。

三
∞
町
一

No.71遺構実測図

主
∞

.m-

50cm 

遺構実測図

ワ
u

q
J
 

N 

No.72 



E
O
D凶

図
震

Mm
蝶
刑

の
h
.

。z

z 

内L目61

ト

ト

ト

ト

図
震
Mm
轄
姻
寸
h
.

。z

三
∞

.m
一

品
ムム三ム斗..L -よ

子

ごι

..，. .， 
イ

50cm 

q
d
 

q
u
 

z 
7y 

泊許



図
震
Mm
健
明

c
h
.
。z

図
震
脈
轄
刷
用

E
O
D凶

Cコ

E

O
白
山

三
国

.
2

~ 
r 

的

h
.
0
Z

附8"61

三E

凶

N
.
。z

-134-

、ぎに



No.73 

一泊
・
∞
豆ミ

遺構実測図

Fb
 

q
u
 

No.78 

50cm 
。



図
震

Mm蝶
刷
用

E
O
D山

、ト

。h.
。z

Cコ

z 

附B'61 

図
震

Mm轄
刷
用

E

O
口
出

h
h
.

。z

， 
a 

' . 
‘ 

内B'61 

-136ー



三国

.m

一

.... -;:ー T 、ー
-一白イ I'、

ノ

~‘ 
t十

4 

九

No.30 

50cm 

N 

遺構実測図

司
'e

q
u
 

NO.80 

企て



三国

.
2

50cm 

遺構実測図

-138一

N 

NO.81 



50cm 

三∞

.m
一

遺構実測図NO.82 

50cm 

三
∞
.町
一バ，，."7':.ベF、ト、.

，c./、・ -r
a 、 、‘

，l{t_・~._.. ....:.-・ー--:..，. .. ".> .. 
<.' ¥ 、 、r.
h ¥ ¥ .，、

ー・ー.......J，



三円

.m
一

泊

J
u

，i
t
'
'

，
 

No.27 

50cm 

遺構実測図

140ー

NO.84 



/グ

71 -ー-=-

¥¥  

¥
-ノ

/ 

41 

38 52 

37 _ _  ー36

53 

33一一一ーで，- 32""¥¥ 39 

34 

ノ 30--" 80← 28¥26  .c::一一 35

f ームム λ8/イ 78

J~ヂー

22て Lフ 23

72 

(jiト 8hj74¥7げ 60~!?82

ド./"H3'--77¥/¥  

¥¥¥¥XV“ヘベベ5ヘ〈k〈」lJ|い:¥ ? /レr 一一-一一一一一-一一一-一一-一-一-

;/ポ ¥5J68

レー 10159

3¥/ 
86一一一

.・， 

Fig 15 墓拡の切り合い

-141-



第 1-a形式

No.5 -N 

第1-b形式

No.29 -s 

++++-

胴2沈線

第II-a形式

No.85 -s 

4キキキー

第II-b形式

No.24 -N 

4キキキ+

胴2沈線

No.5 -s 

一φ+++-

胴3沈線

No.16 -s 

+#+ 

No.16 -N 

胴3沈線

No.24 -s 

→H← 

ワ
-4
 

No.89 -2 No.29 -N 

-Hチ-+-

胴 3沈線

No.89 -1 

No.71-S No.84 -2 

No.85 -N 

No.84 -1 
叶+十





第V-a形式

No. I -S No. 3 -S No.53 -I 

第V-b形式
第V-c形式

No. I -N No.18 -N No目 3-N 
No.18 -s 

門司炉φー令。一

第百 -a形式

No.27 -N No.9 -s No. 7 -S No.6 -N 

ー千千+++ー

ー→++令令ー

第百ー b形式

No.53 -2 No.9 -N No.53 -3 No.8 -N 
No. 6 -S 

F ? 

-144一



第百一 b形式

No.81 -N 

第四一形式

No.22 -N， S 

第IX-形式

No.31 -w 

胴ム

第四ー形式

No.21-S 

No.8 -S 

No.28 -N， S 

No.21 -N 

No.7 -N 

胴A

FD 
A-

No.33 -N 

No.36 -N 

No.27 -S 
No.57 -S 

No.58 -N 

No.33 -N 

胴A



第IX-形式

No.33 -s 

胴f:>.

第IXI - 形式

No.26 -N 

第x-形式
No.37 -w 

胴A

第Xl-形式

No.78 -E. W 

No.32 -E No.25 -N 

胴L:.f:>.

No.26 -S 

No.37 -E 

胴A

-146一



No.5 -5 (I -a) 

No.24 -5 (n -b ) 

N。目65-N (m) 

。 0.5 

ゥ，
daτ 

No.16-5 (1 -b) 

No.17 -N (m) 

1M No.17・ 5 (I -a ) 



No.II -5 (N寸 )

No.II -N (N -a ) 

<> 

0

・m

;: 

No. I -5 (V -a ) 

No.I8 -5 (V -0 ) 

No.18N (V -b ) 

-148ー



No.9-S (VI-a) 

No.9 N (VI -b ) 

No.22 -S (W) 

。

Q
d
 

A
性

No.21 -N (¥1) 

No.21 -S 

0.5 
ー」

1M 



No.37・w(x) 

No.25・N (政)

No.78・E (沼)

。 0.5 1M 

-150-



No.83 (単棺)

¥問-7
No.39 最下レベル出土

No.39 上段レベル出土

p
b
 

(No.65 棺内出土)

(No.65 f官内出土)

10 20cm 



、
.'， ， 

， 

、• 

。

黒色土層出土遺物

内

LF
b
 

. .‘ 

.、
‘ 

100m 



3区 4区 5区 6区 7区 8区

W30 
」一一

W24 WI8 WI2 W6 
WE 
O 

OC) 0 地層位トレンチ

[}o喰ごコ
O 4 5d  

Q ([Jj N 

十 口"。o~ 
。 七山 2 。

。
O 

~fUJ 
O / 

oc&<ヂ 亡コ
48 38 

10M 

四本黒木遺跡遺構配置図

9区 10区

E 6 E 12 

つdF
D
 





管 生
l
 
l
 

j
 

く¥
べd¥ 

¥d 、 ¥ ¥¥手、、 ---ー士-ーー、......'1'¥奇心 / / 

『、 寸¥_ ?o.o¥JI' A 

、
、

府

‘ 、
も

t 。 A
ド

島ー一 ' 

‘ 
‘ 『

.~ 

¥ ン/ メく;:。レ'.20.6M ー，ー ・
ーーー 『ーーーーーー_.!'-ー ; 、

、

" '¥¥ 

¥ / / N 

ハ

ぺ
20.0M 

/ 
/ 

/ /-¥ 
/ 

/ 

， ， 
， 

‘ 
， 

‘ー'

t 

50m 

れ'

四本黒木遺跡地形測量図

FD
 

FD
 



四本黒木遺跡

発掘調査報告書

昭和52年

刊行 佐 賀 県 教 育 委 員 会

干剖O佐賀市城内 2丁目

雷 0952-24-2 1 1 1 

印刷 株式会社白鳥社

広島市八丁堀 4-16 

tt 0822-28-6 1 8 8 




	佐賀県文化財調査報告書 第三十八集-四本黒木遺跡 発掘調査報告書-
	目次
	Ⅰ.経過
	Ⅱ.地形と環境
	Ⅲ.調査報告内容と結果
	Ⅳ.まとめと問題

	写真集
	図面集
	奥付


